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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
美
し
く

彩
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
等
身

大
の
ジ
ャ
ガ
ー
︵
ア
メ
リ
カ

豹
︶
の
彫
刻
が
40
体
、
市
内
各

所
に
野
外
ア
ー
ト
と
し
て
10

月
５
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い

る
。﹁
ジ
ャ
ガ
ー
の
行
進
Ｎ
Ｙ

Ｃ
２
０
２
２
﹂
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
展
示
は
、
世
界
中
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
独
自
の
ポ
ー
ズ
と
独
自
の
デ

ザ
イ
ン
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

作
品
は
国
連
本
部
、
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
動
物
園
、
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
や
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト

ラ
ル
駅
に
隣
接
し
て
建
つ
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
ビ
ル
の
ロ
ビ
ー
や
出

入
り
口
の
正
面
に
置
か
れ
て
い

る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、

ジ
ャ
ガ
ー
と
そ
の
生
息
地
を
支

援
す
る
た
め
の
運
動
の
一
環

で
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
ア

ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け

ら
れ
て
競
売
さ
れ
、
純
益
の

１
０
０
％
が
ジ
ャ
ガ
ー
の
保
護

活
動
に
寄
付
さ
れ
る
。

　

主
催
者
は
﹁
ジ
ャ
ガ
ー
は
現

在
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
ア
ル
ゼ
ン

豹
の
行
進

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
40
頭
を
展
示

チ
ン
ま
で
、
中
南
米
18
か
国
に

広
い
地
域
で
生
息
し
て
い
る

が
、
国
際
自
然
保
護
連
合
︵
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
︶
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で

は
、
ジ
ャ
ガ
ー
は
準
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

動
物
を
助
け
る
こ
と
は
、
熱
帯

林
や
湿
地
帯
な
ど
の
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
で
も
あ
る
﹂
と
説

明
し
て
い
る
。

展示されている色とりどりのジャガー（メットライフビルで、写真・三浦良一）

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
９
月
８

日
に
96
歳
で
死
去
し
た
。
イ
ギ

リ
ス
王
室
が
亡
く
な
っ
た
と
発

表
し
た
８
日
午
後
１
時
30
分

︵
米
国
東
部
時
間
︶、
米
国
の
メ

デ
ィ
ア
も
一
斉
に
速
報
し
た
。

こ
の
日
の
午
前
、
女
王
が
医
療

管
理
下
に
置
か
れ
、
長
男
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
と
カ
ミ
ラ
夫

人
、
孫
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
ら

が
静
養
先
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
バ
ル
モ
ラ
ル
城
に
向
か
っ
た

と
報
道
さ
れ
、
容
態
は
か
な
り

悪
い
と
の
憶
測
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
で
は
飛
び
交
っ
た
。

　

６
日
に
行
わ
れ
た
リ
ズ
・
ト

ラ
ス
首
相
の
任
命
式
で
は
杖
を

つ
き
な
が
ら
も
元
気
な
姿
を
見

せ
て
い
た
た
め
、
突
然
の
訃
報

に
驚
い
た
米
国
民
は
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
死
去
を
受
け
米

メ
デ
ィ
ア
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

は
女
王
追
悼
が
占
め
た
。
Ｃ
Ｎ

Ｎ
は
﹁
世
界
的
な
激
動
と
国
内

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
切
り
抜

け
、
英
王
室
を
劇
的
に
近
代
化

さ
せ
た
﹂
と
し
た
。
歴
代
最
長

の
70
年
在
位
に
言
及
す
る
記
事

が
多
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ

ム
ズ
は
﹁
価
値
観
が
変
化
す
る

世
界
で
、
王
室
を
永
遠
の
と
り

で
と
し
て
、
そ
の
存
続
を
支
え

て
き
た
神
秘
性
を
維
持
し
よ
う

と
努
め
た
﹂
と
し
、
ウ
ォ
ー
ル

ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は

﹁
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世

界
に
お
け
る
安
定
の
象
徴
だ
っ

た
﹂
と
報
じ
た
。

　

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
王
子
は
最
期
を
看
取
る

こ
と
が
で
き
た
と
速
報
し
た

が
、
後
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
妻
キ

ャ
サ
リ
ン
妃
は
同
行
し
な
か
っ

た
。
子
供
の
新
学
期
初
日
と
ぶ

つ
か
っ
た
た
め
と
見
ら
れ
る
と

い
う
。
偶
然
帰
国
中
だ
っ
た
ヘ

ン
リ
ー
王
子
は
急
き
ょ
予
定
を

変
更
し
て
バ
ル
モ
ラ
ル
城
に
向

か
っ
た
も
の
の
間
に
合
わ
な
か

っ
た
。
キ
ャ
サ
リ
ン
妃
同
様
、

メ
ー
ガ
ン
妃
も
同
行
し
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

死
去
が
伝
え
ら
れ
た
約
３
時

間
半
前
に
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
キ
ャ
ス

タ
ー
、
ヤ
ル
ダ
・
ハ
キ
ム
特
派

員
が
、
女
王
が
死
去
し
た
こ
と

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
た
が

間
違
い
だ
っ
た
と
し
て
削
除
・

謝
罪
す
る
と
い
う
騒
ぎ
も
あ
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ポ
ス
ト
︵
電
子
版
︶
が
す

ぐ
さ
ま
反
応
、
女
王
の
訃
報
が

発
表
さ
れ
る
前
に
﹁
Ｂ
Ｂ
Ｃ
特

派
員
が
女
王
死
亡
を
誤
報
﹂
と

報
じ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の

死
去
に
よ
り
長
男
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
３
世

と
し
て
国
王
に
即
位
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
王
室
は
11
日
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
国
葬
は
19
日
に
行

う
と
発
表
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
は
じ
め
各
国
の
要
人
の
参
列

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の

岸
田
首
相
は
参
列
の
意
向
。
天

皇
陛
下
も
参
列
す
る
方
向
で
宮

内
庁
は
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶　

英
女
王
陛
下
崩
御

２
日
前
ま
で
公
務

激
動
の
時
代
生
き
た
安
定
の
象
徴

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://aantcinc.com/
http://ymcatfv.org/
https://nipponexpressusa.com/


コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
二
年
の
休

止
を
経
て
、
第
10
回K

ajiki's 
Show

が
開
催
さ
れ
ま
す
事

を
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
梶
木
会
長
の
故
郷
﹁
唐

津
市
﹂
の
お
隣
﹁
伊
万
里
市
﹂

よ
り
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。

　

陶
磁
器
の
里
と
し
て
ご
存
知

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

山
海
の
幸
に
恵
ま
れ
、
人
も
温

か
く
、
と
て
も
住
み
や
す
い
町

で
す
。
今
回
の
出
演
を
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
喜
び
、
応
援

し
て
下
さ
る
地
元
の
皆
様
や
友

人
知
人
。﹁
嬉
し
い
ビ
ッ
グ
ニ

ュ
ー
ス
に
、
本
当
は
一
緒
に
渡

米
し
応
援
し
た
い
と
こ
ろ
、
せ

め
て
ホ
ー
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

を
飾
る
お
花
を
贈
り
ま
し
ょ

う
﹂
と
、
伊
万
里
の
女
性
達
が

呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
﹁
フ
ラ

ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
立
ち

上
げ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

輪
が
広
が
り
、
思
い
も
よ
ら
ぬ

多
く
の
方
々
の
ご
賛
同
を
頂

き
、
有
り
難
く
て
、
幾
度
と
な

く
感
涙
に
咽
び
ま
し
た
。

　

﹁
見
え
ぬ
け
れ
ど
も
あ
る
ん

だ
よ
、
見
え
ぬ
も
の
で
も
あ
る

ん
だ
よ
﹂
は
、
大
好
き
な
童
謡

詩
人
﹁
金
子
み
す
ゞ
﹂
の
﹁
星

と
た
ん
ぽ
ぽ
﹂
の
一
節
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
見
え
な
い
と
こ

ろ
に
隠
れ
て
い
る
と
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
下
さ

声楽家

和嶋静代

シリーズ 8

る
皆
様
の
純
粋
な
思
い
は
、
普

段
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
で

も
こ
ん
な
時
に
、
パ
ア
ッ
と
お

花
が
咲
く
よ
う
に
目
の
前
に
現

れ
て
く
れ
ま
す
。
ロ
ビ
ー
や
ス

テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ
る
お
花
は
、

大
切
な
方
々
の
想
い
の
結
集
で

す
。
そ
の
想
い
を
胸
に
抱
き
、

感
謝
の
気
持
ち
を
歌
声
に
し

て
、
会
場
に
お
越
し
に
な
る
皆

様
や
、
遠
く
か
ら
応
援
し
て
く

れ
る
人
達
に
届
け
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

＊

＊

＊

和
嶋
静
代
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

佐
賀
県
伊
万
里
市
出
身
。
ハ

ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
歌
劇
学
院
声
楽

講
師
。声
楽
＆
ピ
ア
ノ
教
室﹁
星

の
子
音
楽
教
室
﹂
主
宰
。
タ
レ

ン
ト
事
務
所
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル
講

師
、
合
唱
団
指
導
、
看
護
学
校

講
師
、こ
ど
も
園
の
歌
唱
指
導
、

保
育
園
習
字
教
室
講
師
等
、
後

進
の
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
、

自
身
の
演
奏
活
動
も
多
岐
に
わ

た
る
。
人
の
心
に
寄
り
添
う
優

し
い
歌
声
に
は
定
評
が
あ
る
。
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日
本
各
地
の
民
族
舞
踊
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
踊
り
続
け
る
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

が
、
10
月
2
日
︵
日
︶
正
午
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
ロ
ー
ワ
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
コ
ー

リ
ア
ー
ズ
・
フ
ッ
ク
・
パ
ー
ク

︵C
orlears H

ookPark 

：

Jackson/C
herry Streets

︶

で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団

体
の
協
力
の
も
と
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
け
の
日
本
紹
介
イ
ベ
ン
ト

﹁
マ
ツ
リ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
フ
ォ
ー
ル
フ

ェ
ス
ト
﹂
を
開
催
す
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
文
化

や
伝
統
芸
能
を
伝
え
る
お
祭
り

で
、
民
舞
座
の
舞
踊
、
太
鼓
マ

サ
ラ
の
太
鼓
演
奏
、
サ
ム
ラ
イ

ソ
ー
ド
ソ
ウ
ル
に
よ
る
殺
陣
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る

ほ
か
、
ブ
ー
ス
で
は
折
り
紙
、

書
道
、
け
ん
玉
、
フ
ェ
イ
ス
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
着
物
の
着
付

け
な
ど
が
体
験
で
き
る
。
最
後

は
参
加
者
全
員
で
輪
に
な
っ

て
盆
踊
り
を
踊
る
。
入
場
無

料
、
誰
で
も
参
加
可
能
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japanesefolkdance.org/
m

atsuri-nyc-fall-fest

を
参

照
す
る
。

10
月
２
日
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
で

家
族
向
け
の
日
本
祭
り

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

お
好
み
焼
き
や
、
た
こ
焼

き
、
焼
き
そ
ば
な
ど
﹁
粉
も

ん
﹂
を
使
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ

ー
ド
の
王
座
を
決
め
る
第
65
回

Ｎ
Ｙ
粉
も
ん
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
が
17
、
18
の
両
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
で

開
催
さ
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ

ア
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
で
行
わ

れ
る
。
た
こ
焼
き
の
本
場
、
大

阪
か
ら
の
参
加
を
含
む
７
店
舗

が
自
慢
の
た
こ
焼
き
、
お
好
み

焼
き
、焼
き
そ
ば
を
提
供
す
る
。

そ
の
中
か
ら
来
場
者
の
投
票
に

よ
っ
て
優
勝
者
が
決
ま
る
。
詳

細
はw

w
w

.japanfes.com

JAPAN
Fes
17、18 日「粉もん」

http://www.nyseikatsu.com
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https://japanesefolkdance.org/matsuri-nyc-fall-fest
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 EVENT　 
■第 96 回サン・ジェナーロ祭＝ 9/15 〜
25　Little Italy（On Mulberry St.） リトル
イタリーで行われるイタリアのお祭り。
宗教的行事やパレード、出店のほか、毎
日無料のライブ演奏が行われる。ドーナ
ツにクリームをのせたゼッポレの大食い
大会は 21 日午後 1 時から、ミートボー
ル大食い大会は 25 日午後 1 時から。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■ジャパンフェス＠ Chelsea ＝ 9/17・18
3 年ぶりに開催される粉もんコンテスト
では、本場大阪からの参加を含む 7 店が
たこ焼き・お好み焼き・焼きそばを提供。
来場者の投票により優勝者が決まる。会
場は 17 日（土）が 8 番街の 15 〜 16 丁目、
18 日（日）が 6 番街の 24 〜 25 丁目。
詳細は https://www.japanfes.com/
■オクトーバーフェスト＝ 9/17　13:15
Central Park（Rumsey Field） ド イ ツ 系
移民による音楽、料理、ビールが楽しめ
るイベント（入場料 $50）。正午から午後
３時まで、ドイツの民族衣装を着たさま
ざまな団体が参加するスチューベン・パ
レード（5th Ave.68th-86th St ）も開催。
詳細は https://germanparadenyc.org
■ NY 日系ライオンズクラブ主催チャリ
ティ 1 日バスツアー＝ 9/24　「日米交流
黎明期の足跡を訪ねて」をテーマに NJ
州ブランズウィックを訪れる。ラトガー
ズ大学では若林晴子准教授、グリフィス
コレクション学芸員から話を聞く。参加

費：大人 $80、中高生 $70、小学生 $60、
幼稚園児以下は無料。
■ NYC ブロードウエーウィーク 2022 ＝
9/25 まで　ブロードウエー・ミュージカ
ル 2 枚分のチケットが 1 枚分の値段で購
入出来る。「オペラ座の怪人」や「シカゴ」
などのロングラン作品から、マイケル・
ジャクソンの半生を描いた「ＭＪ」、昨年
の作品賞・主演男優賞ほか 10 部門受賞
の「ムーランルージュ」など多くの作品
が参加する。詳細は https://www.nycgo.
com/broadway-week

MUSIC
■シェリーめぐみ「わたくし 40 年ぶり
に歌います！」＝ 9/17　16:30　Michiko
Rehearsal Studios（149 W 46th St,
Stage 2）10 〜 20 代にかけて歌手をし
ていたシェリーめぐみが NY 生活 32 年
目にして初ライブを行う。黒部エリ、宮
嶋 み ぎ わ、AK Akemi Kakihara の ゲ ス
トを迎え昭和の懐かしい歌を披露する。
入 場 料 $20（ ド リ ン ク 込 み ）。 チ ケ ッ
ト は https://www.eventbrite.com/e/40-
tickets-406410844777
■大野俊三トランペット・コンサート＝
10 月９日（日）午後７時から CUTTING 
ROOM （44 E32nd Street)。ロータス室内音
楽団との共演。前売り券 25 ドル。当日券
30 ドル。http://thecuttingroomnyc.com/

THEATRE/DANCE
■ ド キ ュ メ ン タ リ ー 映 画「 ヒ ロ シ
マ へ の 誓 い 」 上 映 会 ＝ 9/19　19:00
Scandinavia House（58 Park Ave.）2021
年の核兵器禁止条約の原動力となった
サーロー節子の人生をたどる映画。ヒロ
シマの廃墟からノーベル平和賞受賞ま
での波乱万丈の物語。入場料 $15、シニ
ア・学生 $12。チケットは https://www.
eventbrite.com/e/the-vow-from-hiroshima-
nyc-screening-tickets-360837583927

日
本
で
活
動
す
る
美
術

家
、
羽
山
奈
保
の
個
展
﹁
〜

い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
を
越

え

て

〜C
atch the Shine  

rebellious spirit

﹂
が
９
月

９
、
10
の
両
日
、
市
内
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
羽
山
は
武
蔵
野
美
術
大
学

在
学
中
よ
り
個
展
、
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
。
同
展
は
Ｎ
Ｙ
で
初

め
て
の
個
展
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ツ
を
題
材

に
、
２
０
２
０
年
に
発
表
し
た

作
品
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

悲
し
み
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
あ

き
ら
め
な
い
者
達
の
姿
を
描

く
。
白
と
黒
を
背
景
に
、
オ
レ

ン
ジ
や
ブ
ル
ー
の
フ
ィ
ン
ガ
ー

ペ
イ
ン
ト
で
一
気
に
作
品
を
仕

上
げ
る
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ロ

ー
ク
の
筆
致
よ
り
も
、
絵
の
具

の
塊
具
合
で
肉
体
の
躍
動
感
の

強
弱
が
透
明
な
肌
を
通
し
て
伝

わ
っ
て
く
る
。　
　
　
　

︵
三
︶

羽山奈保ＮＹ展
逆境に諦めない姿

　

芸
術
文
化
交
流
を
目
的
設
立

さ
れ
た
ア
ジ
ア
系
市
民
団
体
、

シ
ビ
リ
ズ
ア
ジ
ア
ン
・
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
︵C

ivilizA
SIA

N
 

Foundation

、
エ
マ
・
リ
ウ

会
長
︶
は
10
日
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃

れ
た
２
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

を
受
け
入
れ
た
中
国
上
海
の

人
々
と
の
音
楽
を
通
じ
た
交
流

を
描
い
た
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

﹁
上
海
ソ
ナ
タ
﹂
の
お
披
露
目

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
最
上
階
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス

で
開
催
し
た
。
同
ペ
ン
ト
ハ
ウ

ス
に
住
む
リ
ウ
会
長
の
自
宅
に

は
、作
品
の
脚
本
家
や
音
楽
家
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ア
ジ
ア
系

社
会
の
セ
レ
ブ
リ
テ
ィ
ー
が
集

ま
り
、
10
月
か
ら
の
ト
ラ
イ
ア

ル
公
演
に
向
け
て
の
旗
揚
げ
を

祝
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日

系
社
会
か
ら
は
、
弁
護
士
の
ゲ

イ
リ
ー
森
脇
元
日
系
人
会
会
長

や
大
手
不
動
産
会
社
の
関
係
者

な
ど
が
参
加
し
た
。

　

新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
上
海

ソ
ナ
タ
﹂
は
実
話
に
基
づ
き
、

避
難
民
の
中
に
２
０
０
人
近
く

い
た
と
さ
れ
る
音
楽
家
と
中
国

市
民
と
の
友
情
と
交
流
を
描
い

た
作
品
。
日
本
の
杉
原
千
畝
が

外
交
官
と
し
て
渡
航
ビ
ザ
を
発

行
し
た
東
洋
の
シ
ン
ド
ラ
ー
の

美
談
は
有
名
だ
が
、
市
民
交
流

と
友
情
に
光
を
当
て
た
ド
ラ
マ

は
、
ユ
ダ
ヤ
系
難
民
の
子
孫
が

多
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
話
題

と
な
り
そ
う
だ
。

当
日
は
日
本
の
伝
統
文
化
工

芸
の
木
彫
や
鉄
瓶
な
ど
日
本
の

匠
の
技
が
映
像
で
紹
介
さ
れ

た
。リ

ウ
会
長
は
﹁
今
日
は
、
大

勢
の
支
援
者
に
集
ま
っ
て
も
ら

え
て
大
変
嬉
し
い
。
一
人
一
人

の
立
場
は
違
っ
て
も
ア
ー
ト
を

愛
す
る
力
で
よ
り
よ
い
世
界
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
目

的
だ
﹂
と
話
し
た
。
ゲ
イ
リ
ー

森
脇
氏
は
﹁
ア
ジ
ア
の
人
々
が

こ
う
し
て
一
緒
に
交
流
す
る
こ

と
は
大
切
で
、
こ
れ
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
活
力
の
原
動
力
だ
。

日
本
人
・
日
系
人
は
ア
メ
リ
カ

社
会
の
中
で
他
の
ア
ジ
ア
諸
国

と
比
べ
て
顔
が
見
え
な
い
と
言

わ
れ
る
の
で
、
も
っ
と
ビ
ジ
ブ

ル
︵
可
視
化
︶
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
﹂
と
語
っ
た
。︵
三
浦
︶

From left, Sean Gao, 
Fanghua Jiang,
Robin Mui, 
Emma Liu, Willa Ao, 
Gary Moriwaki,Photo
by Ryoichi Miura

「上海ソナタ」を支援
CivilizASIAN Foundation

新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
に
向
け
て
準
備芸術を通してアジアの文化交流

ナチスから逃れたユダヤ人音楽家たちと中国で音楽を通じた友情が芽生える

https://www.nycgo
https://www.eventbrite.com/e/40-tickets-406410844777
https://www.eventbrite.com/e/40-tickets-406410844777
http://thecuttingroomnyc.com/
https://sangennaronyc.org/
https://www.japanfes.com/
https://germanparadenyc.org
https://www.eventbrite.com/e/the-vow-from-hiroshima-nyc-screening-tickets-360837583927
http://www.yamagatadental.net/
https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.hondag.com
http://villagewellusa.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://chikenglobal.com/
tel:2019438003
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エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
崩
御
の
ニ

ュ
ー
ス
は
世
界
を
駆
け
巡
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
東
47
丁
目
に

あ
る
Ｎ
Ｙ
英
国
総
領
事
館
前
に

も
花
を
手
向
け
る
人
や
祈
る
姿

の
市
民
が
見
ら
れ
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
画
廊
な
ど
で
は
、
女
王

陛
下
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

な
ど
が
店
頭
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

さ
れ
た
＝
本
紙
撮
影
＝
。

岸
田
首
相
は
、
外
務
省
を
通

じ
て
９
日
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女

王
陛
下
の
崩
御
に
関
す
る
岸
田

内
閣
総
理
大
臣
の
お
悔
や
み
の

言
葉
を
発
表
し
た
。次
の
通
り
。

﹁
英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女

王
陛
下
の
崩
御
の
報
に
接
し
、

日
本
国
政
府
及
び
日
本
国
民
を

代
表
し
て
、
英
国
王
室
、
英
国

政
府
及
び
英
国
民
の
皆
様
に
対

し
、
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女
王

陛
下
は
、
１
９
５
２
年
の
御
即

位
以
降
、
英
国
王
室
史
上
最
長

と
な
る
70
年
に
わ
た
り
在
位
さ

れ
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
た

め
に
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果

た
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
英
関

係
は
、
皇
室
・
王
室
の
伝
統
的

な
友
好
関
係
に
支
え
ら
れ
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
二
世
女
王
陛
下
は
、
昭
和

50
年
に
自
ら
御
訪
日
さ
れ
る
な

ど
、
特
に
日
英
関
係
の
強
化
に

大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
激

動
の
世
界
情
勢
に
お
い
て
英
国

を
導
い
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女

王
陛
下
の
崩
御
は
、
英
国
民
の

み
な
ら
ず
国
際
社
会
に
と
っ
て

の
大
き
な
損
失
で
す
。
英
国
民

の
皆
様
が
、
こ
の
深
い
悲
し
み

を
乗
り
越
え
る
に
当
た
り
、
日

本
は
常
に
英
国
と
共
に
あ
り
ま

す
﹂︵
原
文
ま
ま
︶。

︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

Ｎ
Ｙ
で
も
市
民
が
追
悼

岸
田
首
相
が
お
悔
や
み
の
言
葉
発
表

エリザベス女王崩御

ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
の

﹁
生
活
を
豊
か
に
す
る
﹂
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界

の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
２
０
１
８

年
に
結
成
さ
れ
た
市
民
団
体

﹁
く
ら
し
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂

主
催
、
第
5
回
﹁
バ
ー
チ
ャ
ル

く
ら
し
応
援
フ
ェ
ア
﹂
で
、
30

日
︵
金
︶
午
後
8
時
か
ら
﹁
経

米国くらしを
応援する講演
日米医療の違い解説

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
９
日
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
し
た
。

同
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
同

州
で
は
８
月
ま
で
に
ロ
ッ
ク
ラ

ン
ド
、
サ
リ
バ
ン
、
オ
レ
ン
ジ

郡
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、
９
日

時
点
で
は
ナ
ッ
ソ
ー
郡
と
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
で
確
認
さ
れ
て

い
る
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は

生
後
２
か
月
以
降
か
ら
接
種

で
き
、
全
４
回
︵
成
人
は
３

回
︶
接
種
を
完
了
す
れ
ば
感
染

は
99
％
予
防
で
き
る
。
し
か
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

発
生
し
始
め
た
２
０
１
９
年
以

降
は
、
ワ
ク
チ
ン
混
合
に
対
す

る
不
安
が
原
因
で
、N

Y

州
の

子
供
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
は
減
少
し
て
お
り
、N

Y

市

で
は
６
か
月
〜
５
歳
児
で
３
回

接
種
済
み
は
86
・
２
％
、
４
回

完
了
し
て
い
る
の
は
14
％
に
留

ま
っ
て
い
る
。
同
市
保
健
局
長

の
メ
ア
リ
ー
・
バ
セ
ッ
ト
医
師

は
﹁
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
安
全

で
、
接
種
を
完
了
し
た
人
ほ
ぼ

す
べ
て
が
感
染
を
予
防
で
き

る
﹂
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進

を
求
め
た
。　

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル

ス
は
感
染
力
が
強
く
、
感
染
す

る
と
神
経
系
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
筋
力
低
下
で
麻
痺
や
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。
口
や
感
染

者
が
持
っ
て
い
た
物
に
接
触
し

た
手
、
飛
沫
、
唾
液
を
通
し
て

感
染
し
、
飲
料
水
や
公
共
用
水

で
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
。
Ｎ

Ｙ
州
在
住
の
子
供
は
、
米
疾
病

予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ

Ｃ
︶
と
同
州
保
健
局
︵
Ｎ
Ｙ
Ｓ

Ｄ
Ｏ
Ｈ
︶
の
学
齢
予
防
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
、
入
学
前

ま
で
に
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ポ

リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
有
効

な
治
療
法
は
な
い
。
同
ウ
イ
ル

ス
感
染
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
す

る
詳
細
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
サ
イ

トhealth.ny.gov

ま
た
は
Ｎ

Ｙ
市w

w
w

1.nyc.gov

を
参

照
す
る
。
ま
た
は
Ｎ
Ｙ
市
行
政

サ
ー
ビ
ス﹁
３
１
１
﹂、８
４
４
・

Ｎ

Ｙ

Ｃ
・

４

Ｎ

Ｙ

Ｃ

︵
８
４
４
・
６
９
２
・
４
６
９
２
︶
。

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス

Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
長
は
８
日
、

２
０
２
２
〜
23
学
年
度
の
冬
季

は
、
大
雪
の
場
合
は
休
校
で
は

な
く
、
自
宅
で
の
リ
モ
ー
ト
授

業
を
行
う
と
伝
え
た
。

同
市
の
﹁
ノ
ー
・
ス
ノ
ー
・

デ
ー
﹂
方
針
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
リ
モ
ー
ト
授
業
が
始
ま
っ

た
20
年
に
始
ま
り
、
21
〜
22
年

度
も
運
用
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
法
は
、
生
徒
は
年
間

１
８
０
日
間
授
業
に
出
席
す
る

こ
と
と
定
め
て
い
る
。
今
学
年

度
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
・
ヘ
リ
テ

ー
ジ
及
び
先
住
民
デ
ー
︵
旧
コ

ロ
ン
ブ
ス
・
デ
ー
︶
や
祝
日
に

な
っ
た
ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス

を
含
む
13
日
分
の
休
日
が
平
日

で
あ
る
た
め
、
同
方
針
で
登
校

日
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。今
月
26
日︵
月
︶、27
日︵
火
︶

は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
新
年
祭
ロ
ー

シ
ュ
・
ハ
ッ
シ
ャ
ー
ナ
ー
で
、

新
学
年
度
ス
タ
ー
ト
２
週
間
目

で
初
の
休
日
を
迎
え
る
。

フ
ォ
ッ
ク
ス
５
局
の
朝
の
ニ

ュ
ー
ス
番
組
に
出
演
し
た
同
局

長
は
﹁
雪
遊
び
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
子
供
た
ち
に
は
申
し

訳
な
い
。
で
も
き
っ
と
皆
に
良

い
こ
と
と
な
る
﹂
と
し
﹁
教
育

の
場
で
の
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
得

た
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
﹂
と

話
し
た
。
し
か
し
﹁
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
﹂
に
関
し
て
の
物
議
は

未
だ
収
束
し
て
い
な
い
。
同
局

は
当
初
、
コ
ロ
ナ
禍
の
リ
モ
ー

ト
授
業
の
開
始
に
伴
いiPad

や
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
な
ど
の
端

末
の
無
料
提
供
を
発
表
し
た
。

し
か
し
配
布
の
遅
れ
や
欠
陥

の
あ
る
端
末
の
問
題
が
生
じ
、

一
部
の
低
所
得
層
の
家
庭
の

保
護
者
た
ち
は
﹁
技
術
的
な
支

援
も
な
く
、
子
供
た
ち
は
後
れ

を
取
っ
た
﹂
と
し
て
今
年
１

月
、
同
局
を
相
手
に
訴
訟
を
起

こ
し
た
。

ジ
ェ
ト
ロ
が
ラ
イ
ブ
配
信
で

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
セ
ミ
ナ
ー

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
州
ラ
リ
ー
・
ホ
ー
ガ
ン
知
事

訪
日
の
機
会
を
捉
え
、
同
州
の

最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
投
資
環
境

を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
︵
米
国
大
使
館
後
援
︶。

ラ
イ
ブ
配
信
セ
ミ
ナ
ー
は
、
米

国
東
部
時
間
21
日
︵
水
︶
午
後

９
時
か
ら
10
時
。
締
め
切
り
は

21
日
午
前
４
時
。
参
加
費
無

料
。
定
員
２
０
０
人
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル　

rep4@
jetro.go.jp 

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
・
高
井
さ
ん
。

雪
で
休
校
に
は
な
り
ま
せ
ん

代
わ
り
に
リ
モ
ー
ト
授
業

地下鉄など
公共の場で
NY州知事が発表

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
７
日
の
会
見
で
、
混

雑
す
る
地
下
鉄
な
ど
交
通
機
関

を
含
む
ほ
ぼ
す
べ
て
の
公
共
の

場
で
、マ
ス
ク
着
用
を
﹁
要
請
﹂

か
ら
﹁
任
意
﹂
に
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

同
決
定
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
安
定
し

た
、
と
い
う
米
疾
病
予
防
管
理

セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
の
最
新

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
基
づ
い
て
い

る
。

　

同
知
事
は
﹁
マ
ス
ク
は
常
に

﹃︵
状
況
が
︶
ノ
ー
マ
ル
で
は
な

い
﹄
と
い
う
合
図
だ
っ
た
が
、

状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
多
く
の
乗
客
が
地
下
鉄

を
乗
り
降
り
し
、
多
く
が
街
中

を
行
き
交
う
こ
と
と
そ
の
情
景

は
う
れ
し
く
思
う
が
、ニ
ュ
ー
・

ノ
ー
マ
ル
の
生
活
に
変
化
し
て

も
、
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は

ほ
か
の
乗
客
の
要
否
は
決
し
て

否
定
し
な
い
こ
と
。
お
互
い
の

選
択
を
尊
重
す
る
こ
と
を
強
く

願
う
﹂
と
話
し
て
い
る
。

験
者
が
語
る
、
ア
メ
リ
カ
で
重

い
病
気
に
な
っ
た
ら
ど
う
す

る
？
﹂
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
、
乳

が
ん
・
卵
巣
が
ん
・
子
宮
が

ん
患
者
支
援
団
体Japanese 

SH
A

R
E

代
表
の
ブ
ロ
デ
ィ
ー

愛
子
さ
ん
。
日
米
の
医
療
／
保

険
制
度
の
違
い
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
で
病
気
に
な
る
前
に
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

https://sharejp.org/
schedule/2022/9/30

を

参
照
す
る
。

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
感
染

Ｎ
Ｙ
州
で
非
常
事
態
宣
言

マ
ス
ク
着
用
は
任
意
に

NY 英国総領事館前で花を手向ける市民（９日午後２時、本紙撮影）

mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://sharejp.org/
https://sharejp.org/
https://sharejp.org/
nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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■
本
庄
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
奨
学
金
＝
▽

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
リ
ー
＝
日
本

で
の
研
修
生
の
た
め
の
米
国
レ

ジ
デ
ン
シ
ー
申
請
プ
ロ
セ
ス
の

コ
ツ
と
留
意
点
。︵
コ
ロ
ン
ビ

ア
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ
ス

ビ
テ
リ
ア
ン
病
院
循
環
器
科
フ

ェ
ロ
ー
︶、
▽
藤
野
え
り
な

＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
た

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
と
そ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
広
報
活
動
︵
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
医
学
部
医
学

生
︶、
▽
鈴
木
幸
雄
＝
在
米
日

本
人
が
ん
患
者
の
支
援
と
、
在

米
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

が
ん
予
防
啓
発
活
動
の
推
進
。

米
国
に
お
け
る
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
が
ん
予
防

啓
発
活
動
︵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

産
科
婦
人
科
学
教
室
婦
人
科
腫

瘍
学
部
門
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
︶。

■
村
瀬
紘
郎
Ｍ
Ｄ-

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
＝
▽
ニ
コ
ラ

ス
・
ラ
ブ

＝
皮
膚
科
領
域
に

お
け
る
日
本
語
表
記
の
歴
史
を

調
査
し
、
日
本
人
の
皮
膚
病
理

学
を
系
統
的
に
検
討
す
る
。︵
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
ー
ビ
ス

校
レ
ジ
デ
ン
ト
︶。

■
米
国
三
井
物
産
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
奨

学
金
＝
▽
宮
下
浩
孝
＝
医
療
ブ

ロ
グ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
現
役

フ
ェ
ロ
ー
の
経
験
談
の
共
有
に

よ
り
日
本
で
は
普
及
し
て
い
な

い
専
門
分
野
と
そ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
︵
マ
ウ
ン
ト

サ
イ
ナ
イ
・
ベ
ス
イ
ス
ラ
エ

ル
・
ア
イ
カ
ー
ン
医
科
大
学

研
修
医
︶、
▽
木
村
あ
つ
み
＝

C
O

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
け
る
日
本
人
と
日
系
ア
メ

リ
カ
人
が
反
ア
ジ
ア
の
感
情
を

共
有
し
、
議
論
す
る
た
め
の
バ

ー
チ
ャ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
リ

ー
ズ
を
立
ち
上
げ
る
。︵
ア
ル

バ
ー
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

医
科
大
学
医
学
生
︶、

▽
岸
田
み
ず
え

＝
小
児
蘇
生

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
オ
ン

サ
イ
ト
と
オ
フ
サ
イ
ト
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
遠
隔
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
有
効
性
、
医
学
生
を
対

象
と
し
た
小
児
蘇
生
訓
練
に
お

け
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
遠
隔
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
性
︵
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ロ

ー
︶
▽
木
村
れ
を
な

＝

日
系

ア
メ
リ
カ
人
の
高
血
圧
管
理
に

関
す
る
教
育
お
よ
び
血
圧
検
査

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
と
血
圧
測
定

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
︵
ス
ト
ー
ニ

ー
ブ
ル
ッ
ク
大
学
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
医
科
大
学
3
年
次
と
4
年
次

の
間
の
研
究
学
年
︶。

■
日
本
生
命
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
＝
▽
大
嶽
浩
司
＝
遠
隔

医
療
を
利
用
し
た
医
療
情
報
共

有
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発
︵
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
臨
床
情

報
管
理
学
修
士
課
程
在
学
中
︶、

▽

宇
仁
暢
大
＝

が
ん
や
そ
の

予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

共
有
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
︵
メ
モ
リ
ア
ル
・

ス
ロ
ー
ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
癌
セ

ン
タ
ー
に
て
博
士
研
究
員
と
し

て
勤
務
︶

■
西
岡
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ

奨
学
金
＝

▽
永
吉
詠
舞
＝
日
本
人
お
よ
び

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
高
校
生

を
対
象
と
し
た
医
療
分
野
で
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
／
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
︵
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
医
科

大
学
医
学
生
︶、
▽
藤
村
紗
奈

＝
患
者
お
よ
び
病
院
従
業
員
に

対
す
る
音
楽
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
︵
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学
医
学

生
︶、
▽
ウ
チ
ヤ
志
織
＝
医
療

分
野
に
関
心
を
持
つ
日
本
人
・

日
系
人
学
生
へ
の
働
き
か
け
と

指
導
を
続
け
る
。
医
療
専
門
職

を
志
す
日
米
の
学
生
へ
の
働
き

か
け
と
指
導
の
継
続
︵
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
・
オ
ス
テ
オ
パ
シ

ー
医
科
大
学
医
学
生
︶、

■
レ
イ
モ
ン
ド
・
セ
キ
グ
チ

Ｍ
Ｄ-

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ

奨
学
金
＝

▽
ク
リ
ス
池
田-

ア
メ
リ
カ
の

医
師
と
患
者
の
た
め
に
オ
ス
テ

オ
パ
シ
ー
・
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
テ

ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ス
ン
の
価
値
を

広
め
る︵
Ｎ
Ｙ
Ｉ
Ｔ
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
・
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ス
ン
医

学
生
︶。　
　
　
　
　

︵
敬
称
略
︶

Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
奨
学
金
受
賞
者

新会長に加納さん
米
国
日
本
人
医
師
会

50
周
年
晩
さ
ん
会
開
く

　

米
国
日
本
人
医
師
会
︵
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
︶
の
創
立
50
周
年
記
念
晩

餐
会
が
９
日
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
、
米

国
在
住
の
日
本
人
医
師
及
び

医
療
関
係
者
を
中
心
と
し
て

１
９
７
４
年
に
創
設
さ
れ
た
。

２
期
４
年
を
務
め
た
ロ
バ
ー
ト

柳
沢
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
米
国
内
最
悪
の

感
染
地
域
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
け
る
医
療
活
動
で
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

柳
沢
会
長
の
後
任
と
し
て
、

加
納
麻
紀
医
師
が
新
会
長
に
就

任
し
た
。
加
納
会
長
は
、
マ
ウ

ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
病
院
、
東
京

海
上
記
念
診
療
所
ハ
ー
ツ
デ
ー

ル
診
療
所
で
25
年
以
上
に
わ
た

り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
す

る
在
米
邦
人
に
対
し
て
日
本
語

に
よ
る
医
療
を
提
供
し
続
け
て

い
る
米
国
小
児
科
学
会
お
よ
び

米
国
内
科
学
会
の
認
定
医
＝
19

面
ウ
ー
マ
ン
欄
に
記
事
＝
。

式
典
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
、
邦
人

医
療
を
支
え
地
域
社
会
に
貢
献

し
て
き
た
同
会
の
50
年
の
活
動

に
対
し
て
心
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
を
添
え
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
長
年
に
わ
た
り
同
医
師
会
に

多
大
な
支
援
を
し
て
い
る
北
米

伊
藤
園
の
本
庄
洋
介
社
長
、
柳

沢
前
会
長
、
ジ
ー
ン
古
山
元
会

長
に
感
謝
の
盾
が
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
か

ら
贈
ら
れ
た
＝
写
真
右
＝
。

同
医
師
会
は
、
将
来
医
学
の

道
で
社
会
貢
献
す
る
医
学
生
た

ち
に
奨
学
金
を
授
与
し
て
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
地

元
の
日
系
医
療
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

支
援
意
欲
を
持
つ
企
業
や
個
人

を
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
直
後
に
は

医
師
た
ち
が
被
災
地
に
行
き
人

的
支
援
を
行
う
な
ど
の
社
会
貢

献
活
動
も
し
て
い
る
。
当
日
は

日
系
医
療
従
事
者
、
研
究
者
、

留
学
生
ら
１
８
５
人
が
出
席
し

た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

宮
嶋
み
ぎ
わ
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ミ

ラ
ク
ル
ズ
が
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し

て
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

本
庄
さ
ん
︵
左
︶

柳
沢
さ
ん
︵
右
︶

古
山
さ
ん
︵
右
︶

米
国
日
本
人
医
師
会
会
長
の
就
任
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
加
納
さ
ん

米
大
学
で
学
ぶ

医
学
生
を
支
援

https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:info@jaany.org
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今
回
は
同
僚
の
理
学
療
法
士

の
一
人
で
あ
り
、
全
米
理
学
療

法
士
の
女
性
医
学
部
門
の
認
定

も
持
つ
ニ
デ
ィ
・
シ
ャ
ー
マ
先

生
に
よ
る
﹁
更
年
期
と
女
性

の
健
康
に
対
す
る
理
学
療
法

﹂

に
関
す
る
記
事
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

更
年
期
は
、
女
性
に
と
っ
て

通
過
儀
礼
の
よ
う
な
も
の
で
、

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
す
べ

て
の
女
性
が
経
験
す
る
、
身
体

シ
ス
テ
ム
の
正
常
な
変
化
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
正
常
で

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
残
念

な
が
ら
不
快
に
感
じ
る
こ
と

が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

実
際
、
更
年
期
に
関
連
し
た

体
の
変
化
は
、
女
性
に
と
っ
て

最
も
つ
ら
い
症
状
の
一
つ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
つ
い

て
、
主
治
医
や
婦
人
科
医
に
相

談
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
他
に
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？
実
は
更
年
期
障
害

で
起
こ
る
多
く
の
骨
盤
の
症
状

に
対
し
て
、
女
性
に
特
化
し
た

理
学
療
法
で
対
応
で
き
る
こ
と

も
多
い
で
す
。

こ
こ
で
は
、
女
性
医
学
、
ウ

ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
お
手
伝
い
で
き
る
4

つ
の
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
尿
漏
れ - 

ホ
ル
モ
ン
の
減
少

に
伴
い
、
骨
盤
の
筋
肉
の
強
さ

も
自
然
に
減
少
し
ま
す
。
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
骨
盤
の
筋
力
が

低
下
す
る
と
、
尿
道
︵
お
し
っ

こ
が
出
る
管
︶
の
周
り
の
筋
肉

が
う
ま
く
支
え
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、尿
漏
れ
や
、

頻
繁
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く
な

る
、
夜
中
に
何
度
も
ト
イ
レ
に

起
き
る
、
膀
胱
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
、
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り

ま
す
。

・
骨
盤
臓
器
脱 - 

骨
盤
の
筋
肉

が
弱
く
な
る
と
、
膀
胱
、
子

宮
、
直
腸
な
ど
の
骨
盤
内
の
臓

器
を
支
え
る
力
が
弱
く
な
り
ま

す
。
こ
の
支
え
不
足
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
臓
器
が
そ
の
位
置
か

ら
下
垂
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
下
垂
は
、
膣
の
膨
ら
み
と
し

て
現
れ
ま
す
。
膣
が
膨
ら
ん
で

重
く
感
じ
ら
れ
、
機
能
的
な
活

動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
性
行
為
時
の
痛
み-
ホ
ル
モ

ン
レ
ベ
ル
の
低
下
に
よ
る
も
う

ひ
と
つ
の
影
響
は
、
膣
の
周
囲

の
組
織
が
薄
く
な
る
こ
と
で

す
。
こ
の
菲
薄
化
に
よ
り
、
筋

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ

更
年
期
と
女
性
の
健
康

に
対
す
る
理
学
療
法
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■Dr. Kohei Suga

︵
須
賀

康
平
︶、
Ｐ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
、
Ｃ

Ｆ
Ｍ
Ｓ

日
米
で
の
臨
床
経
験
を
持

ち
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
日
本
理
学
療
法
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
に
も
携
わ
っ

た
セ
ラ
ピ
ス
ト
。
世
界
初
で

Fascial Manipulation ®

の
認

定
を
取
得
し
た
筋
膜
の
専
門

家
。
専
門
は
筋
膜
、
め
ま
い
、

整
形
外
科
全
般
と
ス
ポ
ー
ツ
。

肉
が
弛
緩
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
潤
滑
剤

と
一
緒
に
、
骨
盤
の
筋
肉
を
ス

ト
レ
ッ
チ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
こ
と
で
、
性
交
時
の
痛
み

を
和
ら
げ
、
生
活
の
質
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
骨
量
の
減
少 - 

女
性
の
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン
低
下
に
よ
っ
て
骨
量

の
減
少
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
骨

量
の
減
少
は
、
骨
折
の
原
因
と

な
り
、
痛
み
を
引
き
起
こ
し
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
影
響
を
与

え
、
体
に
対
す
る
自
信
さ
え
失

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

対
し
て
、
私
た
ち
が
専
門
と
す

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
科
学

的
に
確
立
さ
れ
た
介
入
方
法
で

す
。
女
性
医
学
を
専
門
と
す
る

Ｐ
Ｔ
は
安
全
か
つ
効
果
的
に
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
年
期
障
害
と
そ
の
骨
盤
の

症
状
の
不
快
さ
に
は
対
処
法
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
困
り
の

方
は
私
た
ち
に
一
度
ご
相
談
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！ニ

デ
ィ
先
生
へ
の
質
問
や
詳

細
は

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
更
な
る
吉
報
！

厚
生
年
金
１
階
部
分
も
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
外
！

過
去
の
減
額
分
も
遡
っ
て
是
正
︵
前
編
︶

Ｓ
Ｓ
Ａ
︵
米
国
社
会
保
障

庁
︶
が
国
民
年
金
︵Japan's 

N
ational Pension

︶
は
Ｗ
Ｅ

Ｐ
︵W

indfall E
lim

ination 
Provision

棚
ぼ
た
条
項
︶
の

適
用
外
で
あ
る
と
い
う
基
本
方

針
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
7
月

の
当
紙
面
で
お
伝
え
し
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
詳
細

は
不
明
で
、
特
にJapan's 

N
ational Pension

が
厚
生

年
金
の
1
階
部
分
も
含
ま
れ
る

か
ど
う
か
不
明
で
し
た
。
こ
の

度
、
在
米
日
本
大
使
館
の
Ｗ
Ｅ

Ｐ
問
題
担
当
か
ら
以
下
の
ご
連

絡
を
頂
き
ま
し
た
の
で
速
報
で

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
期
待
を
十
分
満
た
す
も

の
で
更
な
る
吉
報
を
お
届
け
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

︵
1
︶
厚
生
年
金
受
給
者
も
１

で
日
本
の
年
金
受
給
者
は
、
過

去
未
来
に
亘
り
恩
恵
を
終
生
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
2
︶
過
去
減
額
分
の
是
正
方

法
　

Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
誤
適
用
に
よ
り
米

国
年
金
の
減
額
を
受
け
て
き
た

方
に
と
り
大
切
な
情
報
で
す
。

今
後
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
利
用
可
能
な

受
給
者
の
給
付
記
録
等
を
活
用

し
て
、
今
回
の
見
直
し
に
よ
り

影
響
が
出
る
受
給
者
を
特
定
し

た
上
で
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
順
次
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
是
正
の
必
要

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
個

別
に
受
給
者
に
連
絡
し
て
必
要

な
情
報
を
求
め
る
予
定
で
す
。

レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
是
正
を
要

す
る
と
判
断
さ
れ
た
方
に
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｐ
が
適
用
さ
れ
た
時
点
に

遡
っ
て
是
正
さ
れ
ま
す
。
こ
の

分
︶
と
厚
生
年
金
︵
２
階
部
分
︶

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

厚
生
年
金
加
入
者
の
１
階
部
分

も
Ｗ
Ｅ
Ｐ
適
用
外
で
す
。
こ
の

決
定
に
よ
り
厚
生
年
金
受
給
者

も
減
額
額
が
減
少
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
受
給
者

だ
け
で
な
く
、
厚
生
年
金
受
給

者
も
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
米
国
年
金
加
入
期
間
10
年

︵
40
ク
レ
ジ
ッ
ト
︶
以
上
の
方

作
業
は
膨
大
か
つ
複
雑
で
す
の

で
数
年
に
わ
た
る
作
業
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

︵
3
︶
新
規
受
給
者
に
つ
い
て

　

本
年
7
月
1
日
に
米
国
年
金

に
新
規
受
給
者
で
国
民
年
金

︵
基
礎
年
金
︶
を
受
給
し
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の

適
用
を
除
外
す
る
よ
う
、
Ｓ
Ｓ

Ａ
本
部
か
ら
各
事
業
所
に
対
し

て
指
示
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

︵
4
︶
Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し

日
本
の
国
民
年
金
を
Ｗ
Ｅ
Ｐ

の
適
用
除
外
と
判
断
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
今
後
所
要
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を
行
う
予

定
で
す
。

大
使
館
か
ら
の
連
絡
の
大
半

は
以
上
の
通
り
で
す
が
、
ま
だ

お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
後
編
を
是
非
お
読
み
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

官
民
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適
用
問
題
が
こ

の
よ
う
に
１
０
０
％
に
近
い
形

で
解
決
出
来
、
日
米
を
跨
い
で

活
躍
さ
れ
る
方
々
の
老
後
の
保

障
に
少
し
で
も
寄
与
出
来
る
こ

と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

後
編
に
続
き
ま
す
。

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（33）

部
屋
が
片
付
か
な
い
！
と
40

代
の
Ｊ
さ
ん
か
ら
ご
相
談
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
話
題
に
な
っ

た
本
に
従
い
片
付
け
て
も
す
ぐ

に
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
の

事
。
食
べ
終
え
た
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
容
器
な
ど
も
散
乱
し
、
所

謂
﹁
ゴ
ミ
屋
敷
﹂
に
近
い
状
態

の
よ
う
で
す
。

　

仕
事
や
他
の
社
会
活
動
も
さ

れ
て
い
る
Ｊ
さ
ん
の
周
り
に
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
が
部

屋
の
状
態
か
ら
友
人
や
恋
人

を
招
く
こ
と
が
で
き
ず
満
足

な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

父
親
の
浮
気
が
原
因
で
両

親
は
Ｊ
さ
ん
の
思
春
期
に
離

婚
。
以
来
、
父
に
対
す
る
恨

み
を
抱
い
た
ま
ま
、
傷
つ
い

た
母
親
の
相
談
相
手
を
務
め

な
が
ら
過
ご
し
て
来
た
そ
う

で
す
。
Ｊ
さ
ん
の
部
屋
の
状

態
は
、
家
庭
を
壊
し
た
父
や

﹁
強
要
し
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
﹂
親
子
の
立
場
を

逆
転
さ
せ
た
母
へ
の
怒
り
の

怒
り
と
片
付
け

ま
せ
ん
。
客
観
的
に
状
況
を
診

断
で
き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床

心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
-

SA
C

保
持
︶

現
れ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
安

全
な
環
境
で
、
ご
自
身
の
中
に

あ
る
両
親
へ
の
怒
り
や
奪
わ
れ

て
し
ま
っ
た
青
春
時
代
と
い
う

時
間
へ
の
喪
失
感
を
感
じ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
よ

り
も
ご
自
身
の
気
持
ち
を
優
先

す
る
許
可
を
日
々
更
新
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
さ
ん
の
気
持
ち
が
穏

や
か
に
な
る
に
つ
れ
、
少
し
ず

つ
で
す
が
部
屋
が
き
れ
い
に
な

り
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
生
き
づ
ら
さ
の
原
因

は
意
外
な
所
に
あ
る
か
も
し
れ

階
部
分
は
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
外

　

日
本
の
年
金
制
度
は
す
べ
て

の
加
入
者
に
共
通
す
る
基
礎
年

金
︵B

asic Pension

︶
つ
ま

り
国
民
年
金
部
分
︵
1
階
部

https://youtu.be/VxQGPKBRAVQ
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:info@tsutech.com
http://kiku-ny.com
tel:9175773969
https://www.roomstyle.design/
http://www.nykoshin.com
mailto:info@jaany.org
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州 

Paid F
am

ily L
eave

利
用
し
た
従
業
員
一
人
に
つ
き

最
大
２
０
０
０
ド
ル
の
給
付
金

クイック USA

105

が
支
給
す
る
仕
組
み
で
す
。
名

称
は“

Leave”

と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
休
暇
の
こ
と
で
は
な

く
、
収
入
補
償
の
保
険
の
こ
と

で
す
。

h
ttp

s://e
d

d
.ca

.g
o

v
/

d
isab

ility
/p

aid
-fam

i-
ly-leave/

■
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州Cali-

fornia Fam
ily Rights Act(C-

FRA)

が
無
給
休
暇
の
法
律
（
従

業
員
5
人
以
上
）

　

C
a

lifo
rn

ia
 F

a
m

ily 
R

ights A
ct(C

FR
A

)

は

自

分
や
家
族
の
病
気
の
た
め
に
仕

事
が
出
来
な
い
場
合
に
無
給

休
暇
を
12
か
月
で
12
週
間
と

る
こ
と
の
で
き
る
法
律
で
す
。

２
０
２
１
年
1
月
1
日
よ
り
従

業
員
5
人
以
上
の
企
業
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

従
業
員
5
人
以
上
は
全
米
で

従
業
員
５
人
以
上
と
い
う
定
義

で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
に
4
人
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
に
1
人
で
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

家
族
の
対
象
は
、
配
偶
者
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ト
ナ

ー
、
親
、
義
理
の
親
、
未
成
年

の
子
供
、
ま
た
は
扶
養
し
て
い

る
成
人
し
た
子
供
、
成
人
し
た

子
供
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー

ト
ナ
ー
の
子
供
、
祖
父
母
、
孫
、

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
を
含
む
家
族

の
世
話
を
す
る
た
め
に
無
給
休

暇
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
無
給
休
暇
の
拡
大
に
よ

り
、P

aid F
am

ily
 L

eave
を
取
得
す
る
従
業
員
も
増
加

し
て
お
り
ま
す
。
雇
用
主
は

Paid Fam
ily Leave

か

ら

戻
っ
た
従
業
員
を
基
本
的
に
は

同
じ
仕
事
に
復
職
さ
せ
る
義
務

が
あ
る
た
め
、
雇
用
主
に
は
負

担
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
負
担
を
少
し
で
も
支
援

す
る
た
め
、
ま
たC

O
V

ID
-19

等
で
家
族
の
ケ
ア
で
仕
事
が
出

来
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
雇
用
主
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
た
め
、
こ
の
給
付
金

が
配
布
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP
Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

　

米
国
で
長
年
活
躍
さ
れ
て
き

た
方
で
あ
っ
て
も
、
定
年
後
は

日
本
で
の
生
活
を
予
定
し
て
い

る
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

米

国
永
住
権
や
市
民
権
を
保
有
し

た
ま
ま
ご
帰
国
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
米
国
永

住
権
や
市
民
権
を
放
棄
し
て
日

本
へ
帰
国
す
る
場
合
は
、
そ
れ

に
伴
う
税
務
上
の
手
続
き
に
注

意
が
必
要
で
す
。
最
終
の
確

定
申
告
だ
け
で
な
く
、
特
に

E
xpatriation T

ax

、

い

わ

帰
国
に
伴
う
永
住
権
や

米
国
籍
放
棄
と
税
務
上
の
手
続
き 2

ゆ
るE

xit T
ax

と
呼
ば
れ
る

米
国
出
国
税
の
申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
、

過
去
15
年
間
の
う
ち
8
年
以
上

に
渡
っ
て
永
住
権
や
市
民
権
を

保
有
し
、
か
つ
次
の
5
つ
の
う

ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、E

xpatriation T
ax

の

申
告
義
務
が
発
生
し
ま
す
。

︵
１
︶
放
棄
前
、
過
去
5
年
間

の
平
均
納
税
額
が
16
万
ド
ル
以

上
の
場
合
︵
２
︶
全
世
界
で
の

総
資
産
額
が
２
０
０
万
ド
ル
以

上
の
場
合
︵
債
務
が
あ
る
場
合

で
も
差
引
２
０
０
万
ド
ル
以

上
あ
れ
ば
該
当
︶︵
３
︶ Form

 
8854

︵
永
住
権
や
米
国
籍
放

棄
時
に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
提
出
︶
の
申

告
が
不
十
分
な
場
合
︵
４
︶
米

国
税
法
に
則
り
、
過
去
5
年
間

の
税
務
申
告
を
証
明
で
き
な
い

場
合
︵
５
︶
税
制
優
遇
ま
た
は

繰
延
措
置
を
申
告
し
て
い
る
場

合
。
︵ 

ジ
ェ
ー
ム
ス 

・
ナ
ン 

米

国
会
計
士
Ａ
Ａ
＆
Ｔ
Ｃ

newcorp@
aantcinc.com

　
︶

■
対
象
期
間　

　

２
０
２
２
年
6
月
1
日
か
ら

24
年
5
月
31
日
ま
で

■
対
象
企
業　

　

従
業
員
数
１
０
０
人
以
下

■
支
給
金
額　

　

従
業
員
数
１
０
０
人
以
下

51
人
以
上
の
企
業
は
1
人
の

Paid Fam
ily Leave

利

用

従
業
員
に
つ
き
１
０
０
０
ド
ル

を
支
給
。
従
業
員
数
50
人
以
下

1
人
以
上
の
企
業
は
1
人
の

　

Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
は
25
日

︵
日
︶
午
後
２
時
か
ら
、
特
別

企
画
と
し
て
10
人
限
定
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
タ
リ

ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
古
城
ホ
テ

ル
﹁ T

he C
astle H

otel &
 

Spa

﹂
に
お
い
て
、
経
営
者
の

内
海
健
氏
が
城
内
案
内
、
ホ
テ

ル
経
営
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
、
城
壁
に
囲
ま
れ
た
美
し
い

庭
園
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
す
。

　

内
海
氏
は
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営

大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
卒
。
ト
リ
ッ
プ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
国
内
１
位
の

実
績
を
残
し
た
屋
久
島
サ
ン
カ

ラ
の
総
支
配
人
と
し
て
活
躍

し
、
２
０
１
４
年
よ
り
日
本
人

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
環
境
で
キ

ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
の
経
営
を

任

さ

れ
、A

A
A

 D
iam

ond 
A

w
ards

、Forbs

、
ミ
シ
ュ

ラ

ンthe plate

、H
all of 

fam
e T

he K
not

な
ど
、数
々

の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
に
導
い
た
。　

　

参
加
費
は
実
費
の
み
︵
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
の

電
車
代
、
タ
ク
シ
ー
代
、
ホ

テ
ル
内
で
の
飲
食
費
︶。
対
象

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の
人
。

申
し
込
み
は
登
録
フ
ォ
ー
ム

https://w
s.form

zu
.n

et/
fgen/S501059610/

か
ら
。

Ｎ
Ｙ 
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

お
城
ス
パ
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

Paid Fam
ily Leave

利

用

従
業
員
に
つ
き
２
０
０
０
ド
ル

を
支
給
。

■
支
給
金
額
の
使
い
道

・Paid F
am

ily
 L

eave

を

利
用
し
て
い
る
従
業
員
の
職
務

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
既
存

の
ス
タ
ッ
フ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

／
ク
ロ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

た
め
に
利
用

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
採
用
、

そ
の
他
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
費
用

等▼
詳
細
は
リ
ン
クhttps://

californiapfl.com
/

▼
申
し
込
み
は
リ
ン
ク
よ
り

︵
下
記
の
お
申
込
リ
ン
ク
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
る
と
ど

の
よ
う
な
申
請
情
報
が
必
要
か

お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
給
付
金
を
得
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
︶https://cali-

forniapfl.com
/apply-now

■
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州Paid 

Fam
ily Leave

と
は
？

・
従
業
員
が
家
族
の
深
刻
な
病

気
や
怪
我
の
た
め
そ
の
家
族
を

ケ
ア
す
る
た
め
に
仕
事
が
出
来

な
い
場
合

・
新
生
児
と
絆
を
き
ず
く
た
め
、

新
生
児
の
ケ
ア
を
す
る
た
め
に

仕
事
が
出
来
な
い
場
合

・
家
族
の
軍
役
に
と
も
な
う
有

資
格
の
出
来
事
が
起
き
た
場
合

等
に
通
常
の
給
与
の
60
％
〜

70
％
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州 

E
m

ploy
m

en
t D

ev
elop-

m
ent D

epartm
ent (E

D
D

) 

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動しています。

■第16回JAA秋のヘルスフェア
ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ
特別講座インターネット配信 第５弾
９月２５(日)〜１０月５日(水) YouTubeで公開
参加無料・申し込み Tel: 212-840-6942 
E-mail: info@jaany.org
講師
山口里美（一般社団法人日本リレーションサ
ポート協会代表理事）
日高靖夫（パーソナルトレーナー）
Hyca（ボイストレーナー）
矢野ユウジ（ネイルケアリスト）
※日系人会館での特別視聴会：10月3日（月）
13:00-15:00

■秋のファミリーピクニックデー
10月2日（日）雨天決行

（A）アップルピッキング (10:30-11:30) 入場無料
場所：Wilkens Fruit & Fir Farm 
　　　(Yorktown Heights, NY)

（B）ピクニックBBQ（12:00-14:30）
会場：Franklin D. Roosevelt 
　　　(New York State Park)
参加会費：12歳以上30ドル、
　　　7-12歳未満15ドル、7歳未満無料

The New York
Japanese-American Lions Club

www.nyjalc.org　　info@nyjalc.org

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:newcorp@aantcinc.com
http://www.nyjalc.org%E3%80%80%E3%80%80info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80%E3%80%80info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80%E3%80%80info@nyjalc.org
mailto:info@jaany.org
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://www.rostamilaw.com
https://www.takenakapartners.com/
https://ws.formzu.net/fgen/S501059610/
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キ
ャ
ン
プ
と
い
う
と
、
自
炊

に
テ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
で
は
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
や
小

さ
な
子
供
が
い
る
家
族
で
も
安

心
し
て
参
加
で
き
る
週
末
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
用
意
し
て

い
る
。
場
所
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
か
ら
北

西
に
車
で
約
３
時
間
、
キ
ャ
ッ

ツ
キ
ル
自
然
保
護
地
区
内
に
あ

る
。
質
素
な
が
ら
、
電
気
も
あ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
６

年
生
と
８
年
生
が
８
月
31
日
か

ら
９
月
２
日
ま
で
、
２
泊
３
日

の
修
学
旅
行
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
と

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
を
訪
れ
た
。

今
回
の
旅
で
は
一
人
一
人
が
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
に
基

づ
き
見
学
、
調
査
し
、
そ
の
成

果
を
ま
と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

初
日
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
博
物
館
で
発
明
品

を
は
じ
め
と
し
た
彼
の
功
績
に

触
れ
た
。T

he Franklin In-

ィ
ア
に
戻
り
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
学
を
散
策
し
た
。
こ
の
大

学
に
縁
の
あ
る
野
口
英
世
の
話

な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
重
厚
な

校
舎
の
立
ち
並
ぶ
緑
豊
か
な
構

内
を
歩
い
た
。

　

最
終
日
は
芸
術
に
触
れ
る
一

日
。T

he R
odin M

useum
 

で
﹁
考
え
る
人
﹂﹁
地
獄
の

門
﹂
等
を
鑑
賞
し
た
後
、T

he 
Philadelphia M

useum
 of 

A
rt

を
訪
れ
た
。
時
間
が
あ
っ

た
た
め
ロ
ッ
キ
ー
像
で
集
合
写

真
を
撮
っ
た
り
、
ロ
ッ
キ
ー
ス

テ
ッ
プ
で
一
斉
に
階
段
を
か
け

上
が
っ
た
。
じ
っ
く
り
と
館
内

を
巡
り
、
ゴ
ッ
ホ
の
﹁
ひ
ま
わ

り
﹂
等
の
名
作
を
味
わ
っ
た
。

修
学
旅
行
の
最
後
は
フ
ィ
リ
ー

ズ
チ
ー
ズ
ス
テ
ー
キ
の
昼
食
。

こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
生

徒
も
多
か
っ
た
。
名
物
料
理
を

頬
張
り
な
が
ら
学
年
関
係
な
く

笑
顔
で
思
い
出
を
語
り
合
う
様

子
に
、
充
実
し
た
３
日
間
と
な

っ
た
こ
と
が
伺
え
た
。

夏
を
楽
し
む
、
学
校
で
家
族
で

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
幼
児
部

︵
高
畑
誠
校
長
︶
は
３
日
、
園

児
に
よ
る
夏
祭
り
を
開
催
し

た
。
午
前
・
午
後
の
２
部
構
成

で
、
午
前
は
子
ど
も
達
に
よ
る

ダ
ン
ス
と
神
輿
担
ぎ
。
色
と
り

ど
り
の
は
っ
ぴ
を
身
に
ま
と
っ

た
年
長
児
に
よ
る
﹁
南
中
ソ
ー

ラ
ン
﹂
の
ダ
ン
ス
は
、
覚
え
や

す
い
リ
ズ
ム
と
と
も
に
動
き
の

激
し
い
大
き
な
ダ
ン
ス
が
特
徴

で
、
み
ん
な
堂
々
と
踊
っ
て
い

た
。
一
汗
か
い
た
後
は
神
輿
担

ぎ
な
ら
ぬ
神
輿
引
き
。
自
分
た

ち
で
装
飾
を
し
た
神
輿
を
倒
さ

な
い
よ
う
に
優
し
く
引
い
て
い

た
。
午
後
は
、
教
員
が
そ
れ
ぞ

れ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
的
当
て
、
金

魚
す
く
い
、
輪
投
げ
、
お
面
描

き
と
い
う
５
つ
の
屋
台
を
担
当

し
、
子
ど
も
達
が
自
由
に
回
っ

た
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
昔
な
が

ら
の
屋
台
。
ど
の
屋
台
か
ら
も

楽
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る

子
ど
も
達
の
満
面
の
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
て
い
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
校
で

夏
祭
り
楽
し
む

stitute

で
は
特
別
展
で
ハ
リ

ー
ポ
ッ
タ
ー
の
世
界
観
を
満
喫

し
た
。
そ
の
後
は
学
年
ご
と
に

分
か
れ
、
６
年
生
はLiberty 

B
ell

や

In
d

epen
d

en
ce 

H
all

等
の
見
学
、
８
年
生
は

引

き

続

きT
he Franklin 

Institute

で
学
ん
だ
。

　

2
日
目
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
で

は
、
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ

る
人
々
の
生
活
エ
リ
ア
を
探
索

し
た
。Am

ish V
illage

で
は
、

宗
教
に
基
づ
い
た
電
気
や
自
動

車
を
使
わ
な
い
生
活
様
式
を
住

居
や
学
校
の
見
学
を
通
し
て
学

ん
だ
。
午
後
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
の
村
へ

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
修
学
旅
行
へ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
校
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
フ

ス
市　

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
の
６
年
生
は
９
月
３
日
、

４
日
に
３
年
ぶ
り
と
な
る
宿
泊

校
外
学
習
を
実
施
し
た
。

　

澄
み
渡
る
青
空
と
大
自
然
い

っ
ぱ
い
の
中
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
バ

ー
グ
キ
ャ
ン
プ
内
に
あ
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
自
炊
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。

　

夜
ご
飯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

に
分
か
れ
て
外
で
の
ク
ッ
キ
ン

グ
に
挑
戦
。
事
前
に
子
ど
も
達

が
希
望
し
た
食
材
を
使
い
、
ぎ

こ
ち
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
下

準
備
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
を
組
ん
だ
お
手

製
の
か
ま
ど
で
、
原
始
的
な
火

お
こ
し
を
体
験
。

　

火
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
ご

飯
を
炊
き
、
カ
レ
ー
作
り
を
楽

し
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
レ
ー

は
、
ビ
ー
フ
と
ポ
ー
ク
を
ベ
ー

ス
に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
お

い
し
く
仕
上
げ
て
い
た
。
完
成

し
た
カ
レ
ー
を
食
べ
る
子
ど
も

達
の
姿
に
は
満
面
の
笑
み
が
こ

ぼ
れ
、
何
回
も
お
か
わ
り
を
す

る
ほ
ど
感
動
的
な
も
の
に
な
っ

た
よ
う
だ
。

　

二
日
目
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
川

の
上
流
へ
移
動
し
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん

だ
。
朝
早
く
起
き
て
作
っ
た
、

手
作
り
の
お
弁
当
を
ボ
ー
ト

の
上
で
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
食
べ
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、﹁
も
う
帰
る

の
？
﹂﹁
２
泊
だ
っ
た
ら
い
い

の
に
﹂
な
ど
と
、
キ
ャ
ン
プ
の

終
わ
り
を
惜
し
ん
で
い
た
子

ど
も
達
で
あ
っ
た
。

　

最
高
学
年
と
し
て
こ
れ
か

ら
現
地
校
の
学
習
と
サ
タ
デ

ー
ス
ク
ー
ル
の
学
習
の
両
立

に
励
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
最
高
の

二
日
間
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
プ

で
あ
っ
た
。

NY 育英学園

宿泊学習
3 年ぶりに実施

秋
は
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
へ
行
こ
う

り
、
バ
ン
ク
ベ
ッ
ド
に
シ
ャ

ワ
ー
、
ト
イ
レ
が
付
い
た
ロ

ッ
ジ
に
宿
泊
す
る
。
食
事
は

ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
用
意
さ

れ
る
の
で
、
気
軽
に
食
べ
る

こ
と
が
可
能
。
さ
ら
に
、
大

自
然
の
中
で
た
く
さ
ん
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
楽
し
め

る
。
秋
は
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ

ー
作
り
や
紅
葉
の
中
の
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
、
季
節
な
ら
で

は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。
電
子
機
器
か
ら

離
れ
、
家
族
や
友
人
と
の
ん

び
り
過
ご
し
て
み
る
の
も
良

い
経
験
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ

ー
ト
有
り
。
開
催
日
は
10
月

14
日
︵
金
︶
〜
16
日
︵
日
︶

／
10
月
21
日
︵
金
︶
〜
23

日
︵
日
︶
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
︵w

w
w

.ym
catfv.

org

︶ 

、

Ｅ

メ

ー

ルto-
ky

o-info@
frostvalley

.
org

︵
東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
︶
ま
で
︵
日
本
語
︶。

大自然の紅葉を満喫
ロッジに宿泊なので安心

フロストバレーＹＭＣＡが参加者募集

http://www.ymcatfv
http://www.ymcatfv
https://www.bozubrooklyn.com/
http://myriverside.net/home
mailto:meiseimotors@aol.com
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI
　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

知
事
は
８
日
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
の
第
1
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
約
１
０
０
億
ド
ル

で
改
修
す
る
工
事
を
開
始
し
た

と
発
表
し
た
。
95
億
ド
ル
の
改

修
工
事
に
よ
り
、
空
港
の
南
側

に
２
４
０
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
の

新
し
い
施
設
が
建
設
さ
れ
、
独

立
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
は

全
米
最
大
と
な
る
と
い
う
。
着

工
式
で
知
事
は
同
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
つ
い
て
﹁
こ
の
都
市
と

州
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
い
う
名
前
だ
け
で
な
く
、
ジ

ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

の
名
前
に
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

に
な
る
﹂
と
述
べ
た
。

　

首
都
圏
の
3
空
港
を
管
轄
す

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
港
湾
局
に
よ
る
と
、

新
施
設
は
２
０
３
０
年
ま
で
に

完
成
し
、
23
の
新
し
い
ゲ
ー
ト

を
設
置
、
そ
の
う
ち
最
初
の
14

ゲ
ー
ト
は
２
０
２
６
年
に
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
新

し
い
ゲ
ー
ト
は
、
現
在
の
第
1

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
60
年
の
歴
史
を

持
つ
第
2
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
そ
し

て
２
０
１
４
年
に
取
り
壊
さ
れ

た
旧
第
3
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
跡
地

に
作
ら
れ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
屋
内
緑
地
、
飲
食
店

や
シ
ョ
ッ
プ
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
家

族
向
け
の
設
備
も
含
ま
れ
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
費
用
は
、
ロ
ン

ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
な
ど

英
国
内
の
4
空
港
を
運
営
す
る

ス
ペ
イ
ン
の
運
輸
会
社
フ
ェ
ロ

ヴ
ィ
ア
ル
を
中
心
と
す
る
民
間

企
業
連
合
が
負
担
す
る
予
定
。

港
湾
局
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
周
辺
の
道
路
や

駐
車
場
、
変
電
所
の
新
設
を
行

う
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｆ
Ｋ
改
修
工
事

タ
ー
ミ
ナ
ル
１

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

　

ジ
ミ
ー
赤
川
は
、
１
９
９
９

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
以

来
、
柴
田
雄
一
郎
と
い
う
芸
術

家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
な
が

ら
、
自
身
は
映
像
︵
ビ
デ
オ
︶

を
通
じ
て
、
表
現
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
定
点
観

測
を
２
０
０
３
年
か
ら
続
け

て
い
て
、
10
月
８
日
︵
土
︶、

９
日
︵
日
︶
の
両
日
、
自
身

初
の
ビ
デ
オ
展
覧
会
を
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ミ
カ
︵
テ
ム

ズ

通

り

２

５

番

地
、

電

話

３
４
７
・
９
１
６
・
１
０
５
１
︶

で
開
催
す
る
。

　

﹁
も
う
す
ぐ
20
年
に
な
り
ま

す
が
、
街
を
歩
く
人
々
や
乗
り

物
の
変
化
も
追
い
な
が
ら
人
生

や
時
間
、
命
の
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
ビ
ル
の
壁
に
絵

を
発
注
す
る
の
は
広
告
主
に
よ

り
ま
す
が
、
だ
い
た
い
は
２
か

月
か
ら
３
か
月
く
ら
い
で
壁
が

塗
り
替
え
ら
れ
ま
す
﹂と
話
す
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
中
の
同

じ
場
所
か
ら
同
じ
角
度
で
ビ
デ

オ
を
撮
影
す
る
。
歩
い
て
通
り

す
ぎ
る
人
の
姿
は
、
時
代
が
進

む
に
連
れ
て
、
ス
マ
ホ
を
見
な

が
ら
歩
く
人
が
増
え
た
り
、
走

り
去
る
自
動
車
の
ス
タ
イ
ル
が

ど
ん
ど
ん
と
変
化
し
て
い
く
。

ビ
ル
の
壁
面
に
描
か
れ
る
広
告

も
ま
た
時
代
を
映
す
鏡
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。︵
三
︶

定
点
観
測
ビ
デ
オ

ジ
ミ
ー
赤
川
が
個
展

tel:5168833046
http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
http://ariyoshiny.com
https://japanvillage.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
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 BOOKS
　

両
手
で
こ
ぶ
し
を
つ
く
り
向

か
い
合
わ
せ
に
す
る
。
そ
れ
が

あ
な
た
の
脳
の
大
き
さ
だ
。
そ

の
小
さ
な
”
か
た
ま
り
”
の
中

に
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
す
べ

て
の
記
憶
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

３
歳
く
ら
い
の
ぼ
ん
や
り
し
た

家
族
と
の
思
い
出
に
始
ま
り
、

児
童
期
、
思
春
期
、
そ
し
て
大

人
に
な
り
、今
こ
の
瞬
間
ま
で
。

あ
ら
ゆ
る
記
憶
が
蓄
積
さ
れ
た

そ
の
”
か
た
ま
り
”
は
宇
宙
一

複
雑
な
構
造
を
持
つ
器
官
で
あ

る
が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
量
は
わ
ず
か
電
球
１
個
分
ほ

ど
な
の
だ
と
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
人
間
の

器
官
︵
臓
器
︶
の
働
き
に
つ
い

て
は
解
明
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
脳
だ
け
は
長
い
あ
い
だ
謎

に
包
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
近

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
機
器
が

開
発
さ
れ
た
お
か
げ
で
多
く
の

謎
が
解
明
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
著
者
は
﹁
脳
は
私
た
ち
の

一
部
で
は
な
く
、
脳
が
私
た
ち

自
身
な
の
だ
﹂と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
発
明
家
ト
ー
マ
ス
・
エ

ジ
ソ
ン
は
﹁
身
体
の
主
た
る
機

能
は
、脳
を
持
ち
運
ぶ
こ
と
だ
﹂

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
な
る
ほ
ど
、
言
い

得
て
妙
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
教
育
大
国
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
で
社
会
現
象
と
な
っ
た

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本﹃
ス
マ
ホ
脳
﹄

の
著
者
ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ
ン
セ

ン
氏
に
よ
る
も
の
で
、
ほ
か
に

﹃
一
流
の
頭
脳
﹄﹃
最
強
脳
﹄
な

ど
、
脳
に
つ
い
て
の
著
書
を
多

く
発
行
し
て
い
る
。
ハ
ン
セ
ン

氏
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
出
身
︵
１
９
７
４
年

〜
︶
の
精
神
科
医
で
、
現
在
は

上
級
医
師
と
し
て
病
院
に
勤
務

す
る
か
た
わ
ら
多
数
の
記
事
の

執
筆
を
行
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
出
演
、
自
身
の
テ
レ

ビ
番
組
も
持
っ
て
い
る
国
民
的

人
気
者
だ
。
彼
の
本
に
あ
る
共

通
の
テ
ー
マ
は
﹁
身
体
を
動
か

す
こ
と
ほ
ど
、
脳
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
も
の
は
な
い
﹂
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
と
り

わ
け
効
果
の
高
い
身
体
の
動
か

し
方
と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
本

書
で
伝
え
て
い
る
。

　

腕
を
鍛
え
た
け
れ
ば
足
で
な

く
腕
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の

だ
か
ら
、
脳
の
機
能
を
高
め
る

に
は
同
じ
よ
う
に
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
や
記
憶
力
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ

て
き
た
の
は
過
去
の
こ
と
。
運

動
を
す
る
と
気
分
が
爽
快
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
集
中
力
や
記

憶
力
、
創
造
性
、
さ
ら
に
ス
ト

レ
ス
に
対
す
る
耐
性
が
つ
く
。

そ
し
て
情
報
を
素
早
く
処
理
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
な
時
代
を
生
き
抜
く
助
け

に
も
な
る
。
ま
た
、
運
動
は
不

安
障
害
や
う
つ
病
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら

を
治
療
す
る
手
段
と
し
て
使
わ

れ
る
抗
う
つ
剤
や
セ
ラ
ピ
ー
に

匹
敵
す
る
効
果
も
あ
る
た
め
、

ハ
ン
セ
ン
氏
は
患
者
に
薬
の
処

方
の
ほ
か
に
運
動
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

﹁
人
間
の
身
体
は
動
く
た
め
に

で
き
て
お
り
、
運
動
は
ス
ポ
ー

ツ
を
上
達
さ
せ
る
た
め
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
。
身
体
を
動
か

す
の
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で

も
有
効
で
あ
り
、
そ
の
一
歩
一

歩
が
脳
に
と
っ
て
価
値
が
あ

る
﹂
と
書
い
て
い
る
。
本
書
が

２
０
１
６
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
刊
行
さ
れ
た
あ
と
、
研
究
者

に
よ
る
多
く
の
論
文
が
発
表
さ

れ
、
ハ
ン
セ
ン
氏
の
言
葉
を
立

証
し
続
け
て
い
る
。

　

今
か
ら
２
５
０
０
年
前
ご
ろ

に
活
躍
し
た
医
学
の
父
と
呼
ば

れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も 

﹁
人
間

に
は
歩
く
こ
と
が
何
よ
り
の
妙

薬
と
な
る
﹂ 

と
い
う
言
葉
を
残

し
て
い
る
。
心
理
学
や
神
経
科

学
に
興
味
が
あ
る
人
だ
け
で
な

く
、
万
人
が
理
解
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
書
か
れ
た
本
書

は
、
科
学
と
事
実
が
ぎ
っ
し
り

詰
ま
っ
た
読
み
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　

（
高
田
由
起
子
）

脳の力を伸ばす運動の秘訣
アンデシュ・ハンセン・著

 サンマーク出版・刊

■魔眼の匣の殺人（今村昌弘、創元推理文庫）「あと 2 日
のうちに、この地で 4 人死ぬ」人里離れた施設に暮らし、
予言者と恐れられる老女は、その日訪ねた葉村と剣崎らに
告げた。直後、彼らと外界を結ぶ唯一の橋が燃え落ちて脱
出不可能に。残り 48 時間、死の予言は成就するのか。『屍
人荘の殺人』の続編となるシリーズ第 2 弾。■最期まで在
宅おひとりさまで機嫌よく（上野千鶴子、中央公論新社）
女性学の第一人者であり、「おひとりさま」を貫く生き方
のロールモデルとしても知られる社会学者・上野千鶴子。
上野が過去 10 年間で「おひとりさまの生き方」について
語り合った女性 10 人との対談を 1 冊にまとめた。■そし
て誰もゆとらなくなった（朝井リョウ、文藝春秋）腹痛と
の戦い、催眠術体験、10 年ぶりのダンスレッスン、北米
＆南米への旅など、一生懸命生きていたら生まれてしまっ
たエピソード全 20 編のエッセイ集。『時をかけるゆとり』

『風と共にゆとりぬ』に続く第三弾にして完結編。■イー
ロン・マスクはスティーブ・ジョブズを超えたのか（竹内
一正、PHP ビジネス新書）現在、世界最強の経営者と言
われるのはイーロン・マスクだろう。一方「21 世紀最高
の経営者」と称されるのがアップル創業者スティーブ・ジョ
ブズだ。2 大カリスマの対比から、その経営観、時代の変化、
今後求められるリーダーのあり方について解説する。■あ
きない世傳　金と銀13大海編（高田郁、ハルキ文庫）宝暦元年に浅草田原
町に江戸店を開いた五鈴屋は、仲間の尽力を得て、一度は断たれた呉服商い
に復帰、身分の高い武家を顧客に持つことで豪奢な絹織も扱うようになって
いた。だが、もとは手頃な品々で人気を博しただけに、次第に葛藤が生まれる。
時代は宝暦から明和へ、商いの大海へと漕ぎ進む五鈴屋の物語、13 冊目の
完結編。■東大教授がまんがと図解で教える！最新「地政学」入門（山内昌之、
宝島社）地政学を学べば世界が見える。ランド（陸）パワーとシー（海）パワー、
新冷戦の構図がよくわかる。ロシアのウクライナ侵攻をはじめ、世界各国の
紛争は地政学に基づいて起きている。地政学の基本を理解した後、エリアご
とに主要な政争・紛争等の原因を漫画でわかりやすく解説する。（福田冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

﹃
屍
人
荘
の
殺
人
﹄シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
。﹁
お
ひ
と
り
さ
ま
の
生
き
方
﹂に
つ
い
て
語
り
合
う
。

ゆ
と
り
エ
ッ
セ
イ
３
部
作
の
完
結
編
。
最
高
の
経
営
者
２
大
カ
リ
ス
マ
を
対
比
す
る
。
商
い

の
大
海
へ
漕
ぎ
進
む
時
代
物
語
。
地
政
学
を
学
べ
ば
世
界
が
見
え
て
く
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

空
に
、
ま
あ
る
い
不
思
議
な

月
が
の
ぼ
り
ま
し
た
。
月
が
透

き
通
っ
た
光
を
投
げ
か
け
る

と
、
木
や
草
の
陰
に
か
く
れ
た

虫
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
羽
ば
た

い
て
飛
び
立
ち
、
妖
精
と
な
っ

て
踊
り
ま
す
。
夜
、
野
原
の
花

は
咲
き
、
魚
は
空
に
の
ぼ
り
、

寝
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
も
目
を
覚

ま
し
て
…
。
そ
し
て
不
思
議
な

月
の
光
は
、
遠
く
サ
バ
ン
ナ
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
、
が
れ
き
の
山
の

中
で
佇
む
戦
場
の
子
供
た
ち
ま

で
も
届
き
ま
す
。

　

月
明
か
り
は
平
和
な
国
に
も

戦
場
に
も
へ
だ
て
な
く
届
く
。

こ
ち
ら
か
ら
見
え
な
く
て
も
世

界
の
ど
こ
か
と
自
分
は
つ
な
が

り
、
不
思
議
な
何
か
が
起
こ
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
想
像

さ
せ
て
く
れ
る
絵
本
。
児
童
文

学
作
家
・
富
安
陽
子
さ
ん
が
つ

む
ぐ
静
か
に
流
れ
る
よ
う
な
言

葉
は
、
夜
空
に
の
ぼ
っ
て
は
朝

日
と
と
も
に
消
え
て
い
く
、
儚

く
て
神
秘
的
な
月
光
の
波
動
を

伝
え
て
い
る
よ
う
。
幻
想
的
な

光
景
と
と
も
に
空
想
の
世
界
を

描
い
た
本
。
﹁
こ
の
よ
が　

や

み
に　

し
ず
ま
ぬ
よ
う
に
。
わ

た
し
が　

や
み
に　

の
ま
れ
ぬ

よ
う
に
﹂︵
本
文
か
ら
︶（
高
田
）

神
秘
的
な
月
が
起
こ
す
ふ
し
ぎ
な
世
界

 『ふしぎな月』
文： 富安 陽子　絵： 吉田 尚令

理論社　2021 年
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
で

は
﹁
セ
プ
テ
ン
バ
ー
・
イ
レ
ブ

ン
﹂
の
特
別
集
会
を
持
っ
た
。

21
年
前
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

で
の
悲
劇
が
二
度
と
起
き
な
い

よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
全
日
制

小
学
部
で
は
黙
と
う
を
行
っ

た
。
岡
本
徹
学
園
長
よ
り
当
日

の
様
子
や
2
週
間
も
の
間
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
燃
え
た
臭
い
が

ハ
ド
ソ
ン
川
を
通
っ
て
漂
い
続

け
た
話
を
子
ど
も
達
は
神
妙
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。
教
職
員
と

児
童
一
同
は
多
く
の
被
災
者
の

方
々
の
た
め
に
一
分
間
の
黙
祷

を
行
い
平
和
な
世
界
を
望
ん

だ
。
同
学
園
各
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
で
も
同
様
の
特
別
集
会
を

持
ち
、
平
和
の
大
切
さ
を
確
か

め
合
っ
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
21
年

育
英
児
童
が
黙
と
う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
６
年

生
が
８
月
31
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
の
２
泊
３
日
、
修
学
旅
行

で
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ
た
。
１
日

目
は
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
や
プ
リ
マ
ス
ロ
ッ
ク
、
メ

イ
フ
ラ
ワ
ー
２
世
号
を
訪
れ
、

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
誕
生
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
２
日
目
は
コ
ン

コ
ー
ド
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ

ル
、
ボ
ス
ト
ン
茶
会
事
件
博
物

館
、
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
球
場
な
ど

を
訪
れ
た
。
コ
ン
コ
ー
ド
や
フ

リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ
ル
で
は
現
地

ガ
イ
ド
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
独
立

に
向
け
て
先
人
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
説
明

を
受
け
、
史
跡
を
巡
っ
た
。
フ

ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
で
は
球
場

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
き
、
子
供
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。
３
日
目
は
ボ

ス
ト
ン
科
学
館
物
館
を
訪
問

し
、
雷
シ
ョ
ー
な
ど
の
体
験
を

通
じ
て
科
学
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
３
日
間
を
通
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
文
化
を
学

ん
だ
り
、
ボ
ス
ト
ン
の
魅
力
を

た
く
さ
ん
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
の
友
達

と
寝
食
を
共
に
し
て
、
友
達
の

新
し
い
一
面
に
気
付
い
た
り
、

協
力
や
思
い
や
り
の
心
が
芽
生

え
た
り
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
修
学
旅
行

ボ
ス
ト
ン
を
訪
問

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
る
日
本
語
補
習
校 

A
lto

︵
中
村
健
人
校
長
︶
は
土

曜
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
、
水
曜
日
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
課
程
の
２
学
期
を
開
始
し

た
。
新
学
期
に
あ
た
り
、
始
業

式
と
し
て
﹁
２
学
期
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ト
ー
ク
﹂
を
催
し
た
。
新

入
生
を
迎
え
た
自
己
紹
介
や
、

夏
の
思
い
出
を
語
ら
う
時
間

だ
。﹁
日
本
で
行
っ
た
場
所
﹂﹁
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
会
っ
た
こ
と
﹂﹁
旅
行
に
行

っ
た
こ
と
﹂﹁
夏
の
間
に
が
ん

ば
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
﹂
な
ど
、
児

童
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
を
紹
介
し
合

っ
た
。
児
童
が
輪
に
な
っ
て
お

互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
話
に
聞

き
入
り
、
と
き
に
笑
い
声
や
コ

メ
ン
ト
も
飛
び
出
す
、
朗
ら
か

な
雰
囲
気
の
会
と
な
っ
た
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
を
通
し
て

日
本
語
を
聞
き
、
話
す
と
い
う

こ
と
に
自
然
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

２
学
期
始
業
式
で
﹁
話
す
﹂

夏
の
思
い
出
を
紹
介

https://www.samuraimama.com/
tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
https://www.englishlanguagesuccess.org/
https://www.joes.or.jp/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

對
馬　

慈
保

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
４

福
田　

芽
以

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
３

金
子　

さ
く
ら

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
３

内
海　

あ
や
か

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
２

松
村　

大
暉

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

今
井　

博
惠

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、
１

日
に
墨
絵
教
室
を
開
催
し
た
。

参
加
し
た
５
年
生
は
墨
と
筆
を

使
っ
て
絵
を
描
く
活
動
は
初
め

て
の
体
験
だ
っ
た
。
そ
の
た
め

﹁
筆
を
ど
ん
な
ふ
う
に
使
う
の

だ
ろ
う
か
﹂﹁
ど
ん
な
絵
を
描

く
の
だ
ろ
う
か
﹂
と
楽
し
そ
う

に
話
す
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
講
師
の
モ
リ
ー
ン
先

生
か
ら
筆
の
使
い
方
や
墨
の
濃

淡
の
出
し
方
、
筆
の
運
び
方
を

習
っ
た
。
最
初
は
墨
が
に
じ
ん

だ
り
全
く
濃
淡
が
出
な
か
っ
た

り
と
苦
労
し
て
い
た
が
、
練
習

を
繰
り
返
し
次
第
に
筆
の
運
び

方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、
濃
淡
を

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

講
師
か
ら
﹁
濃
淡
の
付
け
方
が

上
手
﹂﹁
筆
遣
い
が
う
ま
く
で

き
て
い
る
よ
﹂
な
ど
と
言
葉
を

掛
け
て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
は

満
面
の
笑
顔
を
み
せ
て
い
た
。

最
後
は
色
紙
に
墨
の
濃
淡
が
織

り
な
す
美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら

﹁
竹
﹂
を
描
い
た
。
子
供
た
ち

は
伝
統
あ
る
墨
絵
を
ア
メ
リ
カ

で
学
ぶ
と
い
う
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
で

ア
メ
リ
カ
を
去
る
モ
リ
ー
ン
先

生
の
指
導
は
最
後
と
な
る
が
、

17
年
間
に
わ
た
り
同
校
で
墨
絵

教
室
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。︵
海
野
侑
香
︶

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

墨
絵
教
室

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
10
日
、

全
日
課
程
幼
児
ク
ラ
ス
の
入
学

式
・
始
業
式
を
行
っ
た
。
新
入

学
児
童
は
期
待
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
、
学
校
生
活
に
必
要
な
大
き

な
荷
物
を
抱
え
て
登
校
。
２
年

間
行
っ
て
き
た
時
差
登
校
は
今

学
期
か
ら
な
く
な
り
、
保
護
者

と
共
に
教
室
へ
向
か
っ
た
。
新

し
い
友
達
や
、
久
し
ぶ
り
に
会

う
友
達
を
目
に
す
る
と
子
ど
も

た
ち
の
顔
は
ぱ
っ
と
輝
い
た
。

朝
の
会
を
済
ま
せ
、
時
間
に
な

る
と
式
会
場
へ
。
子
ど
も
た
ち

は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
姿

勢
よ
く
椅
子
に
座
っ
た
。
校
長

先
生
が
﹁
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら

大
き
な
声
で
返
事
を
し
ま
し
ょ

う
﹂
と
話
し
、
子
ど
も
た
ち
は

名
前
が
呼
ば
れ
る
と
ま
っ
す
ぐ

手
を
挙
げ
て
﹁
は
い
﹂
と
元
気

よ
く
返
事
を
し
て
い
た
。
年
中

の
児
童
か
ら
﹁
み
ん
な
で
な
か

よ
く
遊
ぼ
う
ね
﹂
と
温
か
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
新
入
生
に
送
ら

れ
、
今
年
度
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

﹁
あ
お
い
そ
ら
に
え
を
か
こ
う
﹂

を
元
気
よ
く
歌
い
式
を
終
了
し

た
。
笑
顔
で
新
学
期
の
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

同
校
で
は
10
月
13
日
と
14

日
に
２
０
２
３
年
度
の
入

学
児
童
を
対
象
と
し
た
体

験

保

育

を

行

う
。

問

い

合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

J
a

p
a

n
e

s
e

S
c

h
o

o
l@

lycem
kennedy.org

ま
で
。

リセ・ケネディ日本人学校

入学式・始業式を開催

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
︵
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
、
根
路
銘
敢
校
長
︶
は
３

日
、
夏
休
み
作
品
展
を
開
催
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
過
去
２
年
は

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ
た
が
、

今
年
は
実
際
に
作
品
を
展
示

し
、
生
徒
の
見
学
も
再
開
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

夏
休
み
に
制
作
し
た
絵
画
や

工
作
、
自
由
研
究
な
ど
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た

夏
の
様
子
が
伺
え
た
。
作
品
を

実
際
に
見
る
こ
と
は
感
動
が
あ

り
、
工
作
を
横
か
ら
み
た
り
下

か
ら
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
自
分

の
兄
弟
の
作
品
を
友
達
に
紹
介

し
た
り
、
時
に
は
読
め
な
い
漢

字
を
聞
き
あ
っ
た
り
と
、
見
学

し
た
生
徒
た
ち
の
目
は
輝
い
て

い
た
。

　

ま
た
日
本
語
を
学
ぶ
ア
ダ
ル

ト
コ
ー
ス
の
学
生
に
と
っ
て

は
、
普
段
の
教
材
と
違
い
、
子

ど
も
た
ち
の
手
書
き
の
日
本
語

に
触
れ
る
機
会
に
も
な
っ
た
。

幼
稚
部
か
ら
高
等
部
、
ア
ダ
ル

ト
コ
ー
ス
ま
で
含
め
た
全
校
規

模
で
、
改
め
て
こ
の
行
事
の
良

さ
を
再
確
認
し
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

夏
休
み
の
力
作
揃
う

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://starchildny.com
https://www.kokinshodo.com/
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.kodomony.org
https://japaneseschool.org
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

学
習
塾
セ
ナ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ハ
リ
ソ
ン

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
47

回
秋
期
課
題
、
第
１
回
目
の
選

考
作
品
20
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作

品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年

間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選

出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪

華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、

特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数

分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま

す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用

紙

は
、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.nyseikatsu.com

よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応

募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 現在発表になっている第 47 回秋期課題の第２次
応募締め切りは９月 29 日（木）です。
選 考 作 品 の 発 表 は 10 月 ８ 日 号 と な り ま す。
引き続き作品を募集します。
＊応募作品データをＥメールでお送りください。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 協賛：米国ゼブラ社

 週刊ＮＹ生活
 第 47 回秋期課題選考作品発表（１）

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.zebrapen.com/
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５
月
末
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
へ
移
動
教
室
に
行
き
ま

し
た
。
一
六
八
二
年
に
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
＝
ペ
ン
と
い
う
人
が

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
土
地

を
も
ら
い
、
そ
の
中
心
地
を
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
名
付

け
ま
し
た
。
P
h
i
l
は
﹁
愛
﹂

を
、
a
d
e
l
p
h
i
l
は

﹁
兄
弟
﹂
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ

ャ
語
で
、
理
想
と
し
た
﹁
友
愛
﹂

を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
か

ら
﹁
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
﹂

と
名
前
を
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
移
動
教
室
は
、
二

泊
三
日
で
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り

ま
し
た
。
一
日
目
の
、
自
由

の
か
ね
と
独
立
記
念
館
で
は
、

ツ
ア
ー
で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
歴
史
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

お
じ
さ
ん
は
、
独
立
宣
言
の

場
所
や
む
か
し
の
法
廷
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
由
の
か
ね
で
は
、
む
か

し
の
自
由
の
か
ね
の
お
み
や

げ
が
か
ざ
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

自
由
の
か
ね
は
と
て
も
大
き

く
て
、
色
は
銅
と
金
の
ま
ざ

っ
た
色
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
最
初
に
ラ
ブ

パ
ー
ク
で
記
念
写
真
を
と
り

ま
し
た
。
博
物
館
で
は
、
化

石
な
ど
を
見
ま
し
た
。
私
は
、

博
物
館
で
は
、
貝
が
ら
を
て

ん
じ
し
て
い
た
場
所
が
一
番

好
き
で
し
た
。
貝
が
ら
は
、

あ
ざ
や
か
な
色
で
と
げ
と
げ

で
し
た
。
午
後
は
、
松
風
荘

で
お
茶
の
体
験
と
、
こ
い
の

え
さ
や
り
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
日
は
、

美
術
館
で
絵
を
見
ま
し
た
。

美
術
館
の
カ
フ
ェ
で
は
友
達

と
ク
ッ
キ
ー
を
一
個
、
買
お

う
と
し
た
ら
、
三
つ
く
れ
ま

し
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
、

い
ろ
ん
な
活
動
が
あ
り
、
だ

れ
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
街

で
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、
行

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人に
は全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメ
リカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に
限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●
写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレ
スを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

今
日
は
予
期
せ
ぬ
こ
の
よ

う
な
天
候
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
日
々
少
し

ず
つ
暖
か
く
な
り
、
春
は
も

う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

ま
だ
終
息
し
な
い
厳
し
い
状

況
の
中
、
本
日
こ
う
し
て
卒

業
式
が
行
わ
れ
る
事
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
卒
業

式
開
催
に
向
け
て
準
備
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
校
長
先
生

を
は
じ
め
諸
先
生
方
、
ま
た

僕
た
ち
の
為
に
本
日
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
初

め
て
こ
の
補
習
校
に
来
た
日

の
事
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

み
な
さ
ん
の
補
習
校
の
初
日

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
思
い

ま
す
。
僕
の
場
合
は
、
幼
児

部
の  

年
中
に
入
園
す
る
為
の

体
験
入
学
の
日
で
し
た
。
僕

は
小
さ
い
時
言
葉
の
遅
れ
が

あ
っ
た
の
で
、
母
が
校
長
先

生
に
相
談
し
、
入
園
す
る
前

に
体
験
入
園
を
し
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
事

は
何
一
つ
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
部
屋
の

掃
除
を
し
て
い
た
ら  

年
長
の

時
の
﹁
お
し
ら
せ
﹂
が
出
て

き
て
、﹁
幼
児
部
の
体
験
の
日

不
安
そ
う
に
泣
い
て
い
た
健

太
君
﹂
と
書
い
て
あ
り
、
そ

の
時
補
習
校
の
初
日
に
、
自

分
が
泣
い
て
い
た
事
実
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

　

日
本
語
も
英
語
も
話
せ
ず

に
入
園
し
た
補
習
校
。
言
わ

れ
て
い
る
事
は
大
体
分
か
っ

て
い
て
も
、
話
す
事
が
出
来

な
か
っ
た
僕
は
、
先
生
や
友

達
に
一
生
懸
命
話
そ
う
と
し

て
も
、
全
然
通
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
な
ぜ
か
、
幼

馴
染
み
の
ミ
ラ
ー
ル
ー
ク
君

だ
け
は
僕
の
言
っ
て
い
る
事

が
何
で
も
分
か
り
ま
し
た
。

ル
ー
ク
君
は
い
つ
も
先
生
や

他
の
友
達
に
僕
の
伝
え
た
い

事
を
通
訳
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

　

幼
児
部
の
時
は
毎
日
ス
ピ

ー
チ
セ
ラ
ピ
ー
に
通
い
、
初

等
部
に
入
っ
て
か
ら
は
少
し

ず
つ
日
本
語
と
英
語
も
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
補
習
校
の
宿
題
を

や
る
に
は
人
一
倍
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
特
に
低
学
年

の
時
は
、
涙
な
し
で
宿
題
す

る
日
は
少
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
無
事
中
等
部
に
進

み
、
勉
強
が
益
々
難
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

中
等
部
一
年
生
の
三
月
、

誰
も
が
予
期
し
て
い
な
か
っ

た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
到
来
。

下
級
生
を
喜
ば
せ
る
為
に
二

か
月
前
か
ら
少
し
ず
つ
用
意

し
て
い
た
折
り
紙
で
作
っ
た

ド
ラ
ゴ
ン
の
景
品
百
個
を
下

級
生
に
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
祭
が

中
止
に
な
っ
た
の
で
、
折
り

紙
を
作
っ
た
努
力
が
無
駄
と

な
り
と
て
も
残
念
で
、
悔
し

か
っ
た
で
す
。

　

補
習
校
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
な
り
、
僕
は
休
学
し
ま

し
た
。
補
習
校
の
友
達
に
毎

週
土
曜
日
会
え
な
い
の
は
と

て
も
寂
し
く
、
日
本
語
を
少

し
ず
つ
忘
れ
て
不
安
に
も
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
夏
休

み
に
日
本
に
行
き
ま
し
た
。

　

中
等
部
ま
で
は
何
と
な
く

親
に
通
わ
さ
れ
た
補
習
校
で

す
が
、
休
学
中
に
僕
は
自
ら

復
学
し
た
い
と
強
く
思
う
様

に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

幼
児
部
か
ら
通
っ
て
い
る
補

習
校
は
僕
の
生
活
の
一
部
だ

と
悟
っ
た
か
ら
で
す
。

　

日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
戻
っ
た
三
年
生
の

二
学
期
に
復
学
。
一
年
半
振

り
に
補
習
校
に
登
校
し
た
時
、

僕
は
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
気

分
で
し
た
。
や
は
り
補
習
校

は
僕
に
と
っ
て
と
て
も
大
事

な
存
在
だ
と
再
認
識
し
、
補

習
校
の
友
達
は
僕
に
と
っ
て

一
生
の
宝
物
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。

　

日
本
語
が
話
せ
ず
に
入
園

し
た
補
習
校
、
今
日
こ
う
し

て
中
等
部
を
無
事
卒
業
で
き

る
の
も
、
一
日
た
り
と
も
日

本
語
教
育
を
諦
め
ず
、
い
つ

も
ど
ん
な
時
で
も
百
五
十
％

で
全
力
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
て

く
れ
た
先
生
方
の
お
陰
で
す
。

幼
児
部
、
初
等
部
、
中
等
部

の
先
生
方
、
毎
週
土
曜
日
の

授
業
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
下
さ
る
為
に
た
く
さ
ん
準

備
を
し
て
下
さ
り
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
み
ん
な
、

高
等
部
進
学
を
悩
ん
で
い
る

時
、﹁
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か

ら
後
二
年
み
ん
な
で
頑
張
ろ

う
。﹂
と
、
応
援
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
み
ん
な
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
高
等

部
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
今

日
で
卒
業
す
る
友
達
も
、
新

し
い
進
路
で
今
ま
で
以
上
に

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
ミ
ラ
ー
ル
ー
ク

君
、
今
ま
で
一
度
も
お
礼
を

言
っ
た
事
が
な
い
け
ど
、
幼

児
部
か
ら
ず
っ
と
僕
の
事
を

助
け
て
く
れ
て
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。
言
葉
で
は
う
ま
く

言
い
表
せ
な
い
け
れ
ど
、
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
。
仕
事
が
お
休
み
の

 ﹁
卒
業
生
代
表
の
言
葉
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ン
ト
　
健
太

 ﹁
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
坂
　
恵
栞

　

わ
た
し
は
登
校
授
業
の
方

が
い
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

休
み
時
間
に
友
達
と
話
す
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
休
み

時
間
だ
と
、
友
達
が
カ
メ
ラ

の
近
く
に
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
た
め
、
話
し
づ
ら
い
で

す
。
ま
た
、
登
校
授
業
の
方

が
友
達
と
思
い
っ
き
り
話
せ

る
の
で
楽
し
い
で
す
。
さ
ら

に
、
授
業
中
に
ノ
ー
ト
を
書

く
時
、
先
生
が
大
き
な
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
ま
す
。

私
は
そ
の
方
が
と
っ
て
も
見

え
や
す
い
の
で
授
業
も
楽
し

く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
土
曜
日
の

朝
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
こ

と
で
す
。
登
校
授
業
の
時
は
、

朝
早
く
に
起
き
て
、
準
備
を

し
、
補
習
校
ま
で
行
く
の
で

大
変
で
す
。
で
も
、
み
ん
な

に
会
え
る
の
で
が
ん
ば
れ
ま

す
。　

　

わ
た
し
は
登
校
授
業
の
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
勉
強
を
が
ん
ば
り
つ

つ
、
友
達
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た

い
で
す
。         

︵
滞
米
２
年
︶　

 「ながれ星の雨」
　　　　ニュージャージー日本人学校小２

　　　　　　　　　　　　　加納　ゆかり

雨
の
日
に
車
の
ま
ど
を
見
る
と

し
ず
く
が
つ
い
て
い
て

雨
の
な
が
れ
星
が

ふ
っ
て
い
く

一
本
線
を
引
く
と
そ
れ
は

ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
。

　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
２
か
月
︶

＊
雨
を
見
て
い
て
、
な
が
れ
星

み
た
い
だ
っ
た
か
ら
詩
に
書
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 「私は登校授業が好き」
　　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　伊藤　もも

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

土
曜
日
、
毎
週
ゆ
っ
く
り
寝

坊
し
た
い
所
僕
達
よ
り
早
起

き
し
て
美
味
し
い
お
弁
当
を

作
り
、
朝
早
く
か
ら
送
迎
し

て
下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

先
生
方
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
あ

と
二
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
15
年
︶

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://kaigai.sundai.ac.jp/us
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
メ
ト
ロ
ノ
ー

ス
鉄
道
の
ハ
ー
レ
ム
ラ
イ
ン
で
、
平
日
朝
は
30
分
強
の
快
適
通
勤

が
可
能
な
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
。

　

歴
史
を
紐
解
く
と
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
出
来
事
が
起
き
て
い

た
り
、そ
の
舞
台
と
な
っ
た
建
物
︵
住
宅
︶
が
現
存
し
て
い
た
り
、

そ
う
い
っ
た
古
い
建
物
に
は
お
化
け
が
出
る
と
い
う
噂
ま
で
あ
っ

た
り
と
話
題
に
事
欠
か
な
い
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
だ
が
、
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
の
住
宅
地
と
し
て
、
い
つ
の
時
代
も
不
動
の
人
気
を

誇
っ
て
い
る
。

　

上
の
写
真
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
並
み
の
よ
う
な
駅
前
か
ら

0
・
5
マ
イ
ル
の
駅
徒
歩
圏
に
建
つ
平
屋
の
住
宅
。
4
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
・
3
フ
ル
バ
ス
ル
ー
ム
、
２
台
車
庫
、
全
館
冷
暖
房
完
備
の

人
気
物
件
が
、
キ
ッ
チ
ン
と
バ
ス
ル
ー
ム
二
つ
を
新
改
装
し
た
ば

か
り
。
も
ち
ろ
ん
家
の
中
も
外
も
新
ペ
イ
ン
ト
で
、
床
も
リ
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
、
平
屋
で
は
あ
る
が
、
地
下
に
新
し
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
の

多
目
的
室
、
ゲ
ス
ト
用
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
に
な
る
デ
ン
も
あ
る
。

　

月
額
家
賃
は
８
０
０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
３
・
５
３
６
・
０
２
６
１
、

Ｅ
メ
ー
ルsonom

iakino@
shoenrealty.com

　

秋
野
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
︶

申
し
分
な
い
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
の
家

　

２
０
１
９
年
の
ア
ポ
ロ
劇
場
ア

マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
１
回
戦
で
準
優

勝
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日

本
人
歌
手
、
熊
本
翔
士
が
、
今
月

21
日
︵
水
︶
再
び
、
ア
ポ
ロ
劇
場

の
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
つ
。
熊
本
は
２
０
１
０
年

に
来
米
し
、
歌
手
活
動
を
開
始
。

米
最
大
級
の
ゴ
ス
ペ
ル
大
会
2
万

人
の
応
募
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
4

人
の
ソ
ロ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
1

人
。
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
地
区
の
子
ど
も
劇
や

Ｔ
Ｖ
番
組
に
出
演
も
し
て
い
る
。

先
日
10
日
の
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ー
ク
で
も
歌
声
を
披
露
し

た
。
当
日
は
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
コ

ン
ペ
に
て
歌
唱
披
露
す
る
。

　

シ
ョ
ー
の
開
始
は
午
後
７
時

30
分
。
子
供
部
門
の
後
に
大
人

部
門
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
シ
ョ

ー
の
最
後
に
観
客
の
声
援
で
点

数
、
順
位
が
決
ま
る
の
で
、
最
後

の
採
点
ま
で
残
っ
て
熊
本
の
た
め

に
叫
ぼ
う
。
ア
ポ
ロ
劇
場
︵
西

１
２
５
丁
目
２
５
３
番
地
、
地
下

鉄
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
駅
か
ら
東
に
徒
歩
３

分
︶
入
場
料
は
48
ド
ル
。
詳
細
は

ウ
エ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
apollotheater.org/

ア
ポ
ロ
劇
場
ア
マ
チ
ュ
ア
ナ
イ
ト

熊
本
翔
士
が
再
び
出
場
21 日夜

mailto:sonomiakino@shoenrealty.com
https://www.redacinc.com/
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

ク ラ ス 討 論 で の“AASP
スキル” の具体的指導（２）

　

前
回
か
ら
の
チ
ャ
プ
タ
ー
で

は
﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
﹂
＝
﹁
明

確
か
つ
主
張
の
あ
る
自
主
的
発

言
力
﹂
を
実
際
ど
う
教
え
る
か
、

ど
う
訓
練
す
る
か
具
体
的
な
方

法
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
前
回

は
最
初
の
Ａ
︵assertive
︶=

﹁
主
張
の
あ
る
発
言
﹂
を
ど
う

構
築
す
る
か
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
。
今
回
は
２
つ
目
の

Ａ (articulate)=

明
確
に
伝

わ
る
発
言
に
つ
い
て
、
主
な
項

目
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
手
に
明
確
に
発
言
内
容
を
伝

え
る
最
も
重
要
な
事
項
は
、
や

は
り
言
語
的
な
要
素
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に

は
１
︵
適
度
に
︶
正
し
い
文
法

２
語
彙
の
駆
使
３
ク
リ
ア
な
発

音
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
で
は
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
詳
し
く
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
１
︵
適
度
に
︶
正
し
い

文
法
と
い
う
の
は
少
し
大
雑
把

な
表
現
で
す
が
、
日
本
人
学
生

の
場
合
は
日
本
の
英
語
教
育
の

中
で
文
法
を
中
心
に
学
ん
で
き

て
い
る
の
で
、
他
国
か
ら
の
留

学
生
と
比
べ
る
と
、
す
で
に
基

本
的
文
法
知
識
は
身
に
つ
い
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
受
験
英

語
な
ど
の
込
み
入
っ
た
構
文
な

ど
を
用
い
な
け
れ
ば
知
的
に
聞

こ
え
な
い
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
実
は
そ
の
ほ
う
が
伝
わ

ら
ず
、
中
学
レ
ベ
ル
の
基
本

文
法
で
十
分
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
、
日
本
語
と
英
語
は

言
語
的
に
全
く
か
け
離
れ
て

お
り
、
文
法
の
相
違
点
も
な

く
、
語
順
も
真
逆
だ
と
言
え
ま

す
。 “

a” “
the” 

な
ど
の
冠

詞
・
定
冠
詞
、
複
数
形
の
概

念
、
主
語
と
動
詞
の
一
致
な
ど

日
本
語
の
文
法
に
存
在
し
な
い

項
目
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
意
識

し
て
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
上
記
の
﹁
適
度

に
正
し
い
文
法
﹂
と
は
、
こ
れ

ら
の
細
か
い
文
法
は
間
違
っ
て

も
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
一
方
、

語
順
は
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
誰
か
が “

I think 
su

bm
it assig

n
m

en
t to 

class tom
orrow

.”

と
言
っ

と
い
っ
た
意
見
を
表
す
文
章
形

式
を
何
度
も
使
わ
せ
て
、
自
然

に
こ
の
形
が
出
て
く
る
ま
で
訓

練
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
２
の
﹁
語
彙
の
駆
使
﹂

で
す
が
、
語
彙
は
ま
さ
に
意
味

と
直
結
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

時
そ
の
時
の
ト
ピ
ッ
ク
に
適
し

た
単
語
を
紹
介
し
、
実
際
に
討

論
で
使
わ
せ
る
目
的
で
導
入
を

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
順
番

と
し
て
は
、
最
初
に
ト
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
た
記
事
な
ど
を
読
ん

で
、
新
し
い
単
語
の
意
味
や

使
わ
れ
て
い
る
文
脈
を
理
解

し
、
次
に
そ
れ
を
使
っ
て
自
分

の
文
章
に
書
か
せ
、
最
後
に
は

そ
れ
を
討
論
で
の
発
言
で
も
使

用
さ
せ
る
と
い
う
段
階
的
な
方

法
を
取
る
と
覚
え
や
す
い
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
﹁
政
府
は

新
し
い
制
度
を
認
め
る
べ
き

だ
﹂
と
い
う
文
な
ら
、
動
詞

は　“
accept” “

approve” 
“

legitim
ize”

な

ど

の

他
、

導
入
・
実
行
す
る
と
い
う
こ

と

で “
im

plem
ent”

な

ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

日

本

語

訳

で

同

じ
﹁

認

め

る

﹂

で

も
、“adm

it” 

や

“
acknow

ledge”

︵
物
事
を

﹁
そ
の
と
お
り
だ
﹂
と
認
め
る
︶

は
意
味
が
違
い
、
こ
の
文
脈
で

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
の

大
学
で
あ
り
が
ち
な
単
語
と
訳

の
リ
ス
ト
を
暗
記
す
る
、
と
い

う
受
験
勉
強
的
な
方
法
で
は
、

こ
の
違
い
を
理
解
す
る
の
は
困

難
で
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
単
語
を
覚
え
て
も
適
し
た

現
実
の
状
況
や
文
脈
で
、
文
章

で
口
に
出
し
て
使
用
す
る
ス
キ

ル
に
到
達
し
な
い
と
意
味
が
な

い
わ
け
で
す
。
で
す
の
で
、
討

論
な
ど
で
実
経
験
的
な
単
語
使

用
の
訓
練
が
必
須
と
な
り
ま

す
。
次
回
は
続
い
て
項
目
３
の

﹁
ク
リ
ア
な
発
音
﹂
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶
た
か
は
し
・
じ
ゅ

ん
こ
＝
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用

言
語
学
教
育
博
士
。
日
本
語
・

英
語
共
に
様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム

や
学
術
記
事
な
ど
執
筆
。
著
書

に
﹃
ア
メ
リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で

安
心
子
ど
も
の
教
育
ナ
ビ
﹄︵
時

事
通
信
出
版
社
︶
な
ど
。

た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
文
は

文
法
的
に
は
三
カ
所
ほ
ど
間
違

っ
て
い
る
も
の
の
、
語
順
は
ほ

ぼ
合
っ
て
い
る
の
で
﹁
自
分
は

明
日
宿
題
を
ク
ラ
ス
に
出
す
と

思
う
﹂
と
い
う
、
﹁
誰
が
何
を

い
つ
す
る
﹂
と
い
っ
た
意
味
は

通
じ
ま
す
。
し
か
し
、
も
し 

“
I think m

y class subm
it 

assignm
ent tom

orrow
.”

な
ど
と
語
順
を
間
違
え
る
と
、

﹁
ク
ラ
ス
が
︵
全
体
で
ひ
と
つ

の
︶
宿
題
を
明
日
提
出
す
る
と

自
分
は
思
う
﹂
と
違
っ
た
意
味

に
取
ら
れ
る
か
、
意
味
不
明
と

さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
と
な
る
で

し
ょ
う
。
で
す
の
で
、
最
低
限

で
も
中
学
英
語
で
学
ん
だ
よ
う

な
、
シ
ン
プ
ル
で
も
正
し
い
語

順
に
徹
す
る
よ
う
に
練
習
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
そ
こ
か
ら
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
討
論
な

ど
で
は
決
ま
っ
た
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト　“

I think that 

主
語

＋should

＋
動
詞
原
型
＋
目

的
語
等, because 

主
語
＋
動

詞”

︵
○
○
はX

X

を
す
る
べ

き
だ
と
私
は
思
う
。
な
ぜ
な
ら

〜
○
○
はX

X

だ
か
ら
だ
。
︶

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
Ｎ

Ｙ
市
教
育
局
長
は
新
学
年
度
が

始
ま
っ
た
８
日
、
対
面
授
業
が

再
開
し
、
学
校
に
戻
っ
て
き
た

生
徒
た
ち
の
安
全
確
保
対
策

の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
約

８
５
０
人
の
警
察
官
を
配
置
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
市
内
の
学
校
で
押
収
さ
れ

た
武
器
は
、
昨
年
７
月
〜
10
月

24
日
で
７
８
７
件
、
18
〜
19
年

の
同
期
間
比
で
28
％
増
だ
っ

た
。
ま
た
今
年
５
月
の
テ
キ
サ

ス
州
の
ロ
ブ
小
学
校
で
の
銃
乱

射
事
件
後
、
護
身
目
的
で
ス
タ

ン
ガ
ン
や
催
涙
ス
プ
レ
ー
を
携

帯
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
新
た
に
派
遣
さ
れ
る
の

は
銃
器
を
携
帯
し
な
い
同
市

警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
の
警
官

で
、
現
在
は
す
で
に
２
０
０
人

が
常
駐
し
て
お
り
、
今
月
か
ら

１
５
０
人
、
来
年
１
、
３
月
か

ら
各
２
５
０
人
が
４
か
月
の
特

別
研
修
を
受
講
す
る
。
学
校

専
任
の
警
備
員
数
は
現
在
約

３
１
０
０
人
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
開
始
後
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

義
務
付
け
や
雇
用
減
が
原
因
で

５
０
０
０
人
以
上
減
少
し
た
。 

　

ま
た
同
局
は
今
夏
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
立
大
学
と
提
携
し
、
Ｎ
Ｙ

市
立
校
の
校
長
た
ち
を
対
象

に
、
瞬
時
に
保
護
者
に
通
告
で

き
る
プ
ッ
シ
ュ
通
知
の
使
用
法

な
ど
、
乱
射
事
件
を
含
む
緊
急

事
態
に
備
え
た
新
た
な
研
修
を

行
っ
た
。

学校常駐の専任警察官 

新たに８５０人増員

　

灘
校
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同

窓
会
﹁
灘
校
ゆ
か
り
の
会
﹂

は
10
日
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

W
okuni

で
親
睦
会
を
開
き
、

８
人
が
参
加
し
た
。
同
会
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
ボ

ス
ト
ン
や
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
な

ど
東
海
岸
に
住
む
灘
校
出
身
者

を
集
め
て
年
に
２
回
、
春
と
秋

に
会
合
を
開
い
て
い
る
。

　

今
回
も
幅
広
い
年
齢
層
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
。
日
本
企
業

の
駐
在
員
だ
け
で
な
く
、
企
業

オ
ー
ナ
ー
、
医
療
研
究
者
、
弁

護
士
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
近
年
は
、
灘
高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
直
接
ア
メ
リ
カ
の
ア

イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
大
学
に
進
学

す
る
人
も
増
え
て
お
り
、
今
回

は
20
代
前
半
や
19
歳
の
出
席
者

は
じ
め
60
年
代
、
70
年
代
に
Ｎ

Ｙ
に
来
た
大
先
輩
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
顔
ぶ
れ
が
揃

っ
た
。
灘
校
ゆ
か
り
の
会
で

は
、
同
窓
者
を
探
し
て
い
る
。

連
絡
は
Ｅ
メ
ー
ルkosuke@

nyartbeat.com

、
藤
高
さ
ん
。

灘校ゆかりの会開く
幅広い分野と年齢層が参加

http://www.shoenrealty.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:harumistewart@bhhsne.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://newyork-apartment-realestate.com


　

ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！　

今
年
も

早
い
も
の
で
９
月
に
な
り
ま
し

た
。
東
京
の
気
温
も
だ
ん
だ
ん

落
ち
着
い
て
き
て
何
と
な
く
秋

の
感
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
少
し
早
い
だ
ろ
っ
！　

何
と

日
本
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
商
品
が

チ
ラ
ホ
ラ
出
て
き
ま
し
た
︵
笑
︶

し
か
し
気
温
は
下
が
っ
て
も
、

円
安
は
ロ
ケ
ッ
ト
高
。
今
日
の

為
替
は
１
ド
ル
１
４
２
円
と
い

う
の
だ
か
ら
驚
き
で
す
。
筆
者

も
最
近
は
ア
マ
ゾ
ン
の
お
買
い

物
も
米
国
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
利
用
で
ド
ル
払
い
ば
っ
か

り
！　

米
ド
ル
で
払
う
と
お
得

感
は
あ
り
ま
す
が
、
正
し
い
姿

に
は
見
え
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

大
変
な
時
期
は
続
き
そ
う
で
す

が
一
刻
も
早
く
１
１
０
円
程
度

に
戻
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
﹁
魅
惑
の
ア

メ
リ
カ
旧
国
道
ル
ー
ト
66
﹂
シ

ー
ズ
ン
④
第
17
回
は
、
先
月
か

ら
の
続
き
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
・
ル
ー
ト
66
旅
の
後
半
に
な

り
ま
す
が
、
先
月
の
記
事
で
中

途
半
端
に
な
っ
て
い
る
部
分
を

見
つ
け
ま
し
た
。
﹁
ル
ー
ト
66

の
終
着
点
は
３
つ
あ
り
ま
す
﹂

と
書
い
た
の
に
筆
者
が
何
故
か

飛
ば
し
て
し
ま
い
、
お
話
し
た

の
は
１
か
所
だ
け
で
し
た
よ

ね
。
２
つ
目
の
終
着
点
は
、
公

式
も
の
。
１
９
３
６
年
に
ル
ー

ト
66
が
Ｌ
Ａ
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
よ

り
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
市
の
﹁
リ
ン

カ
ー
ン
大
通
り
＆
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
通
り
﹂
ま
で
延
長
さ
れ
た

と
き
に
設
定
さ
れ
た
交
差
点
で

す
。
標
識
を
探
し
て
く
だ
さ
い

ね
。
最
後
は
、
そ
こ
か
ら
海
に

向
か
っ
て
さ
ら
に
１
マ
イ
ル
ほ

ど
行
っ
た
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
桟
橋

に
あ
る
﹁
終
点
﹂
標
識
で
す
。

こ
れ
は
ル
ー
ト
66
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
か
つ
て
の
ハ
リ
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
、
ウ
ィ
ル
・
ロ
ジ
ャ

ー
ス
氏
を
偲
ぶ
記
念
碑
を
そ
こ

に
造
っ
た
こ
と
で
多
く
の
観
光

客
が
混
同
し
、
結
果
的
に
桟
橋

を
終
点
と
す
る
よ
う
同
市
観
光

局
が
設
定
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
Ｕ
Ｓ
ハ
イ
ウ
ェ

イ
66
協
会
も
終
点
を
そ
こ
に
す

る
よ
う
運
動
を
起
こ
し
今
に
至

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
変

失
礼
致
し
ま
し
た
！

　

さ
て
、
本
筋
に
戻
り
ま
し
ょ

う
。
２
日
目
の
午
後
、
昼
食
後

は
バ
ー
ス
ト
ウ
ま
で
Ｉ-

15 
を

40
分
ほ
ど
走
り
ま
す
が
、﹁
Ｌ

通
り
﹂
出
口
で
降
り
て
北
へ
少

し
行
け
ば
バ
ー
ス
ト
ウ
の
町
を

東
西
に
つ
ら
ぬ
く
ル
ー
ト
66
に

出
ま
す
。
右
折
を
し
て
ル
ー
ト

66
を
ゆ
っ
く
り
東
へ
向
か
っ
て

走
り
ま
し
ょ
う
。
沿
線
上
に
は

多
数
の
モ
ー
テ
ル
や
、
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
中
心
部
に
は
、
必

見
観
光
ス
ポ
ッ
ト
﹁
マ
ザ
ー
ロ

ー
ド
博
物
館
﹂
と
﹁
バ
ー
ス
ト

ウ
駅
﹂
が
あ
り
ま
す
。
バ
ー
ス

ト
ウ
は
﹁
イ
ン
ラ
ン
ド
・
エ
ン

パ
イ
ア
﹂
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地

域
の
交
通
の
要
所
で
、
ル
ー
ト

66
全
盛
期
の
西
の
要
所
で
し

た
。
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
博
物
館
は

駅
舎
の
別
館
の
よ
う
な
位
置
づ

け
で
、
バ
ー
ス
ト
ウ
駅
の
す
ぐ

西
側
に
あ
り
ま
す
。
２
０
０
０

年
に
開
館
、
開
拓
時
代
の
ワ
ゴ

ン
ト
レ
イ
ル
や
自
動
車
の
歴
史

な
ど
、写
真
や
遺
物︵
標
識
、盾
、

収
集
品
︶
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
る
他
、
お
土
産
品
売
り
場
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
バ
ー
ス
ト

ウ
駅
は
﹁
カ
サ
・
デ
ル
・
デ
シ

エ
ル
ト
﹂
と
い
う
名
の
ホ
テ
ル

も
併
設
し
、
ス
ペ
イ
ン
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
様
式
＋
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ

バ
イ
バ
ル
様
式
を
組
み
合
わ
せ

た
鉄
道
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
重
厚
な
建
物
で
す
。

　

バ
ー
ス
ト
ウ
を
出
る
と
30
分

程
度
で
着
く
の
が
ニ
ュ
ー
ベ
リ

ー
ス
プ
リ
ン
グ
ス
の
町
。
映
画

フ
ァ
ン
な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る

旧
西
ド
イ
ツ
映
画
﹁
バ
グ
ダ
ッ

ド
・
カ
フ
ェ
﹂
の
舞
台
に
な
っ

た
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー

ト
66
全
体
の
中
で
も
高
い
人
気

と
知
名
度
を
誇
る
観
光
地
で

す
。
残
念
な
が
ら
も
う
モ
ー
テ

ル
の
建
物
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
砂
漠
を
吹
く
風
の
音
し
か

聞
こ
え
な
い
こ
の
場
所
に
立
つ

と
、
ジ
ェ
ヴ
ェ
ッ
タ
・
ス
テ
ィ

ー
ル
の
唄
う
﹁
コ
ー
リ
ン
グ
・

ユ
ー
﹂
の
メ
ロ
デ
ィ
が
頭
の
中

に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
脳
に
染

み
込
ん
だ
記
憶
っ
て
恐
い
で
す

よ
ね
。︵
笑
︶

　

バ
グ
ダ
ッ
ド
・
カ
フ
ェ
か
ら

は
少
し
砂
利
道
と
舗
道
が
交
じ

っ
た
ル
ー
ト
66
を
再
び
走
り
ま

す
が
、
更
に
１
時
間
半
ほ
ど
行

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
ア
ン

ボ
イ
の
町
。
何
も
な
い
と
こ
ろ

に
ポ
ツ
ン
と
現
れ
る
、
ロ
イ
ズ

の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
遠
く
か

ら
で
も
目
立
ち
ま
す
。﹁
ロ
イ

ズ
・
モ
ー
テ
ル
＆
カ
フ
ェ
﹂
は

１
９
３
８
年
に
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
後

カ
フ
ェ
、
自
動
車
修
理
、
宿
泊

用
の
小
さ
い
キ
ャ
ビ
ン
コ
ー
ト

と
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
ま
し
た

が
、
１
９
７
２
年
に
Ｉ-

40
号

線
が
開
通
し
た
こ
と
で
一
夜
に

し
て
ア
ン
ボ
イ
の
町
は
衰
退
し

ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
な
っ

て
、日
系
米
国
人
ア
ル
バ
ー
ト
・

オ
ー
ク
ラ
氏
が
町
を
購
入
。
町

の
保
存
と
ロ
イ
ズ
の
再
オ
ー
プ

ン
を
約
束
し
て
現
在
に
至
り
ま

す
。
今
は
も
う
カ
フ
ェ
は
無
い

の
で
、
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
ぐ

ら
い
し
か
買
え
ま
せ
ん
が
、
ガ

ソ
リ
ン
は
︵
高
価
で
す
が
︶
入

れ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
で
注
意
事
項
で

す
。
こ
こ
か
ら
先
の
東
行
き
ル

ー
ト
66
は
道
の
舗
装
が
安
定
し

て
お
ら
ず
、
少
量
の
雨
水
で
長

い
間
泥
沼
に
な
る
こ
と
か
ら
交

通
制
限
が
よ
く
か
か
り
ま
す
。

地
元
の
情
報
に
よ
く
注
意
し

て
、
Ｉ-

40
を
迂
回
す
る
こ
と

も
要
検
討
で
す
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ル
ー
ト

66
の
終
点
は
ニ
ー
ド
ル
ス
。
ア

リ
ゾ
ナ
州
、
ネ
バ
ダ
州
に
隣

接
し
、
大
規
模
な
フ
ォ
ー
ト
・

モ
ハ
ベ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居

留
地
と
町
を
共
有
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
５
０
０
０
人
弱
の

小
さ
な
町
で
す
が
、
町
の
入

り
口
に
は
﹁N

eedles

﹂
と
表

示
し
た
幌
馬
車
と
﹁H

istoric 
R

oute66

﹂
の
支
柱
、
町
中

に
は
モ
ー
テ
ル
・
サ
イ
ン
群
や
、

ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
壁
画
な
ど
、
ル

ー
ト
66
の
歴
史
が
詰
ま
っ
た
多

く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

宿
泊
は
、
コ
ロ
ラ
ド
河
に
面

し
た
﹁
フ
ェ
ン
ダ
ー
ズ
・
リ
バ

ー
・
ロ
ー
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
﹂。

で
も
皆
さ
ん
の
想
像
す
る
リ
ゾ

ー
ト
で
は
な
く
、
リ
ゾ
ー
ト
と

い
う
名
の
つ
い
た
﹁
モ
ー
テ
ル

＋
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
﹂
で
す
。
小
じ

ん
ま
り
と
し
た
、
居
心
地
の
良

い
、
１
９
６
０
年
代
を
彷
彿
さ

せ
る
リ
ゾ
ー
ト
で
、
河
そ
ば
で

テ
ン
ト
を
張
る
こ
と
も
可
能
な

た
め
、
家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ

に
大
人
気
で
す
。
木
陰
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
エ
リ
ア
、
炭
焼
き
グ
リ

ル
、
焚
き
火
台
、
そ
し
て
夜
に

は
満
天
の
星
空
、
と
週
末
旅
行

に
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　

翌
日
最
終
日
は
、
サ
ン
タ
モ

ニ
カ
か
ら
来
た
道
を
逆
に
帰
っ

て
見
落
と
し
た
と
こ
ろ
を
訪
れ

る
と
か
、
少
し
道
を
変
え
て
モ

ハ
ベ
砂
漠
を
走
っ
て
み
る
と

か
、
南
回
り
で
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
な

ど
を
し
て
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

空
港
ま
で
戻
り
ま
し
ょ
う
。
ニ

ー
ド
ル
ス
か
ら
Ｌ
Ａ
空
港
ま
で

は
休
憩
な
し
に
走
れ
ば
、
た
っ

た
の
４
時
間
半
︵
笑
︶
で
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か

か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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さ
あ
行
こ
う
！ 
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
17

： 
こ
こ
は
必
見
！
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
︵
後
編
︶

 第 445 回

■
競
艇
の
博
物
館

　

競
艇
に
つ
い
て
は
、
大
村

ボ
ー
ト
場
︵
長
崎
県
大
村
市
︶

内
に
﹁
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥

の
地
記
念
館
﹂
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
村
ボ
ー
ト
場
は

１
９
５
２
年
4
月
6
日
、
全
国

で
初
め
て
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
を
開
催
し
た
﹁
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
発
祥
の
地
﹂
で
あ
り
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
歩
み
を
後

世
へ
伝
え
る
た
め
２
０
０
９

年
に
同
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

館
内
で
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の

発
祥
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
歴
史
を
年
表
や
貴
重
な
映

像
で
紹
介
し
、
写
真
パ
ネ
ル

や
当
時
使
用
し
て
い
た
貴
重

な
品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
レ

ー
サ
ー
体
験
を
す
る
こ
と
の

で
き
る
Ｖ
Ｒ
︵
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
︶
に
よ
る
乗

艇
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
見
学
す

る
た
め
に
は
場
内
へ
の
入
場

料
１
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

徳
山
ボ
ー
ト
場
︵
山
口
県

周
南
市
︶
に
も
﹁
ボ
ー
ト
レ

ー
ス
博
物
館
き
ゃ
び
て
〜
し

ょ
ん
﹂
が
あ
る
。
徳
山
ボ
ー

ト
場
の
歴
史
や
地
元
山
口
の

選
手
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ペ
ラ
、

優
勝
カ
ッ
プ
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
番
多
い
の
は“

山
口
が
生

ん
だ
転
載
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー”

と
言
わ
れ
て
い
る
今
村
豊
選

手
に
関
す
る
資
料
で
し
ょ
う
。

過
去
に
は
ス
タ
ン
ド
で
今
村

選
手
の
特
別
企
画
展
を
開
催

し
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
く
、
地

元
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
特
別

な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。﹁
き
ゃ
び
て
〜
し
ょ

ん
﹂︵cavitation

；
空
胴
現

象
︶
と
は
、
競
艇
の
ボ
ー
ト

が
走
っ
た
航
跡
の
引
き
波
で

水
面
が
凸
凹
に
な
り
、
そ
の

波
に
後
続
の
ボ
ー
ト
が
乗
り

上
げ
て
、
水
の
無
い
部
分
で

プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
す
る
事
に

よ
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
空
転
す
る

現
象
の
こ
と
で
、
関
係
者
は

﹁
キ
ャ
ビ
る
﹂
な
ど
と
言
う
そ

う
で
す
。
こ
ち
ら
も
同
じ
く

場
内
へ
の
入
場
料
１
０
０
円

が
必
要
で
す
。

■
オ
ー
ト
レ
ー
ス
博
物
館

　

オ
ー
ト
レ
ー
ス
に
関
し
て

は
、﹁
川
口
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
﹂

︵
埼
玉
県
川
口
市
︶
の
場
内
に

﹁
オ
ー
ト
レ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
﹂
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
レ

ー
ス
開
催
日
の
開
門
か
ら
最

終
レ
ー
ス
出
走
時
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。
レ
ー
ス
場
へ

の
入
場
料
は
無
料
で
す
。
同

館
で
は
、
歴
代
の
オ
ー
ト
レ

ー
ス
用
競
争
車
や
レ
ー
ス
で

着
用
す
る
ウ
エ
ア
、
選
手
の

写
真
パ
ネ
ル
等
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
千
葉
県
船
橋
市
で

１
９
５
０
年
に
日
本
初
の
オ

ー
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
船
橋
が
﹁
オ
ー

ト
レ
ー
ス
発
祥
の
地
﹂
と
さ

れ
て
お
り
、
２
０
１
７
年
に

船
橋
競
馬
場
内
に
﹁
オ
ー
ト

レ
ー
ス
発
祥
の
地
記
念
碑
﹂

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
９
６
８
年
に
﹁
船
橋

オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
﹂
に
移
転
・

開
設
し
、
同
地
に
も
大
き
く

﹁
オ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥
の
地
﹂

と
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
６
年
に
閉
場
し
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
に
船
橋
市

郷
土
資
料
館
で
企
画
展
﹁
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
湾
岸
部

の
歴
史
﹂
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
常
設

で
は
な
く
、
レ
ー
ス
場
跡
地

も
現
在
は
大
型
物
流
施
設
と

な
っ
て
当
時
の
面
影
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

公営競技の博物館
（その 2）

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
http://hinomaru-limo.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

皇
室
が
祖
先
に
対
し
て
祭
祀

を
お
こ
な
う
日
本
最
高
格
の
神

社
は
﹁
二
所
宗
廟
︵
に
し
ょ
そ

う
び
ょ
う
︶
﹂
と
い
う
︵
現
在

は
伊
勢
神
宮
と
岩
清
水
八
幡

宮
︶
が
、
奈
良
・
平
安
時
代
、

宇
佐
神
宮
は
伊
勢
神
宮
以
上
に

重
要
視
さ
れ
て
い
た
宗
廟
と
い

わ
れ
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
奈

良
の
大
仏
鋳
造
の
さ
い
や
、
皇

位
継
承
の
と
き
な
ど
は
宇
佐
神

宮
の
託
宣
で
も
の
ご
と
を
決
め

て
い
た
。
そ
の
宇
佐
神
宮
の
神

殿
の
配
列
は
、
正
面
か
ら
向
か

っ
て
左
よ
り
八
幡
神
の
応
神
天

皇
︵
神
功
皇
后
が
﹁
三
韓
﹂
に

で
む
い
て
九
州
に
戻
っ
て
か
ら

産
ん
だ
皇
子
︶
を
祀
る
一
の
御

殿
。
中
央
︵
上
座
︶
は
比
売
神

︵
ひ
め
か
み
︶
の
宗
像
三
女
神

を
祀
る
二
の
御
殿
。
右
は
神
功

皇
后
＝
オ
キ
ナ
ガ
・
タ
ラ
シ
ヒ

メ
︵﹃
日
本
書
紀
﹄
垂
仁
記
に

よ
る
と
、
帰
化
し
た
新
羅
国
王

の
子
ヒ
ボ
コ
の
六
代
目
の
孫
の

子
ど
も
︶
を
祀
る
三
の
御
殿
と

な
っ
て
い
る
。
ヒ
ボ
コ
は
金
属

精
錬
技
術
集
団
を
率
い
て
渡
来

し
て
き
た
と
さ
れ
、
銅
や
鉄
を

精
錬
す
る
技
術
は
農
具
や
武
器

を
製
造
で
き
る
力
で
あ
り
、
政

治
的
・
経
済
的
に
そ
れ
ら
を
持

た
な
い
人
々
を
支
配
下
に
お
く

能
力
を
意
味
し
た
と
さ
れ
る
。

日
本
で
神
社
が
造
ら
れ

て
祭
祀
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
神
の
命

令
を
聞
い
た
り
祈
り
を

捧
げ
る
た
め
の
な
か
つ

ぎ
役
シ
ャ
ー
マ
ン
︵
巫

女
︶が
必
要
に
な
る
が
、

﹃
日
本
書
紀
﹄
の
記
述

に
よ
る
と
、
九
州
で
熊

襲
︵
九
州
南
部
に
居
住
し
た
部

族
︶
が
ヤ
マ
ト
王
権
に
背
き
そ

の
征
伐
の
と
き
に
神
功
皇
后
が

神
が
か
り
の
状
態
に
な
っ
て
託

宣
を
下
し
た
と
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
神
功
皇
后
が
卑

弥
呼
で
、
九
州
宇
佐
を
出
発
地

と
し
て
発
足
し
た
邪
馬
台
国
が

東
征
し
て
大
和
政
権
に
な
っ
た

と
い
う
説
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ

れ
を
裏
付
け
る
ひ
と
つ
に
、
卑

弥
呼
の
宗
女
で
あ
っ
た
壱
与

︵
い
よ
︶
が
日
本
最
古
の
輸
出

品
と
さ
れ
る
5
千
個
の
真
珠
を

中
国
に
献
上
し
た
こ
と
が
﹃
魏

志
倭
人
伝
﹄に
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
日
本
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の

生
息
地
は
暖
か
い
南
九
州
の
よ

う
な
海
の
底
に
限
ら
れ
、
さ
ら

に
天
然
の
ア
コ
ヤ
真
珠
は
1
万

個
か
ら
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
し
か

採
れ
ず
、
素
潜
り
の
で
き
る
海

人
が
大
勢
必
要
で
な
お
か
つ
そ

れ
ら
を
統
括
で
き
る
巨
大
な
権

力
が
九
州
に
存
在
し
て
い
た
と

わ
か
る
。 

　

さ
ら
に
多
く
の
研
究
者
に
よ

る
と
、﹃
倭
人
伝
﹄
の
記
述
に

あ
る
卑
弥
呼
と
﹃
記
紀
﹄
に
記

さ
れ
て
い
る
天
照
大
神
に
多
く

の
類
似
点
が
み
う
け
ら
れ
時
代

が
ピ
タ
リ
と
重
な
る
こ
と
か

ら
、
卑
弥
呼
＝
天
照
大
神
の
説

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
フ

ォ
ー
か
ら
、
天
照
大
神
の
ご
神

体
と
も
い
わ
れ
る
三
種
の
神
器

の
一
つ
﹁
八
咫
鏡
﹂
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
太
陽
の
光
に
煌
め
く

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
リ
ン
グ
が

で
た
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　八咫鏡
（yatanokagami) リング

56

山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々

﹃
天
照
大
神
２
﹄
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
29

　

こ
の
ほ
ど
米
国
日
本
人
医
師

会
︵
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
︶
の
第
14
代
会

長
に
就
任
し
た
。
神
奈
川
県
鎌

倉
市
生
ま
れ
。
３
歳
で
両
親
と

と
も
に
来
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の

ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
、
チ
ャ
パ
ク

ァ
で
育
つ
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
、

マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学

卒
業
後
、
同
大
学
と
Ｎ
Ｙ
Ｕ
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
共
同
の
定

員
４
名
の
超
難
関
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
内
科
・
小
児
科
専
門
医
養

成
・
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
。

内
科
及
び
小
児
科
両
部
門
の
専

門
医
資
格
を
有
す
る
医
師
は
全

米
で
も
極
め
て
少
数
だ
。
医
大

時
代
に
米
国
日
本
人
医
師
会
か

ら
自
身
も
2
度
に
わ
た
り
奨
学

金
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
。

　

前
職
ま
で
同
医
師
会
の
副
会

長
兼
、
２
０
０
７
年
に
創
設

の
﹁
日
系
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
支
援

委
員
会
﹂︵
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
︶ 

委
員

長
を
15
年
間
務
め
る
な
ど
、
米

国
日
本
人
医
師
会
の
中
核
的

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

き
た
。
二
児
の
母
で
も
あ
り
、

２
０
０
３
年
最
初
の
出
産
後
、

日
本
語
で
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
必
要
性
を
感
じ
て
同
年
9

月
、
非
営
利
の
育
児
支
援
サ
ポ

ー
ト
グ
ル
ー
プ
﹁
Ｎ
Ｙ
す
く
す

く
会
﹂
を
創
設
。
月
１
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｙ
周
辺
在
住

の
妊
婦
や
母
親
を
対
象
に
、
医

療
、
母
乳
、
し
つ
け
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
産
、
子
育
て
の
ト

ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

現
在
、
東
京
海
上
記
念
診
療

所
の
ハ
ー
ツ
デ
ー
ル
診
療
所
で

内
科
と
小
児
科
の
両
部
門
で
診

療
を
行
っ
て
い
る
。
加
納
さ
ん

は
25
年
以
上
に
わ
た
り
米
国
人

だ
け
で
は
な
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
中
心
と
す
る
日
系
企
業
の
駐

在
員
・
家
族
・
旅
行
者
・
永

住
者
に
向
け
て
日
本
語
に
よ

る
医
療
を
提
供
し
続
け
て
い

る
。
そ
の
気
さ
く
な
人
柄
と
優

し
い
心
遣
い
が
多
く
の
在
米
邦

人
の
心
と
身
体
を
支
え
て
い

る
。
２
０
１
３
年
か
ら
は
慶
応

義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院 

︵
高

等
部
︶ 

の
ス
ク
ー
ル
ド
ク
タ
ー 

︵
校
医
︶
も
兼
務
し
て
い
る
。

　

加
納
さ
ん
の
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
最

初
の
記
憶
は
、
１
９
９
３
年
に

奨
学
生
と
し
て
年
次
晩
餐
会
に

出
席
し
た
時
の
こ
と
だ
。﹁
当

時
医
学
部
の
２
年
生
だ
っ
た
私

は
、
お
ず
お
ず
と
エ
セ
ッ
ク
ス

ハ
ウ
ス
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
に
入

在
米
邦
人
に
日
本
語
で
診
療
を
続
け
る

第 14 代米国日本人医師会

会長になった

る
と
、
興
奮
と
緊
張
、
そ
し
て

感
謝
を
同
時
に
感
じ
な
が
ら
、

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
を
見
渡
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
華
や
か
な

集
ま
り
の
中
で
、
自
分
は
部
外

者
の
よ
う
に
感
じ
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ

奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
﹂

と
振
り
返
え
る
。

　

安
西
弦
博
士
が
理
事
長
を
し

て
い
た
頃
、
あ
る
理
事
会
で
新

入
会
員
を
増
や
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
話
に
な

っ
た
。﹁
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の

会
﹂
を
開
い
て
は
ど
う
か
と
い

う
加
納
さ
ん
ん
の
提
案
に
、
安

西
氏
は
快
く
応
じ
て
く
れ
た
。

﹁
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
は
、
Ｊ
Ｍ

Ｓ
Ａ
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
で

あ
る
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

一
緒
に
な
る
た
め
の
最
良
の
方

法
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
知
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
ワ
イ
ン
＆

チ
ー
ズ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
再
開

し
た
い
で
す
ね
﹂
と
笑
顔
を
見

せ
た
。
就
任
ス
ピ
ー
チ
の
最
後

に
、
奨
学
金
を
受
け
る
学
生
た

ち
に
﹁
私
は
学
生
や
新
し
い
世

代
の
会
員
に
、
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
が
皆

さ
ん
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
尊

重
し
、
実
行
す
る
意
志
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
す

る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
い
と
思
い
ま
す
﹂と
話
し
た
。

30
年
近
く
前
に
緊
張
し
た
面
持

ち
で
そ
こ
に
座
っ
て
い
る
自
分

に
ま
る
で
話
し
か
け
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。︵
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
は
本
人
提
供
︶

加納 麻紀さん

https://www.licensepower.net/
https://mijikan.blogspot.com/
tel:9175773969
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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おいしいニッポンの野菜を世界に届ける
Oishii Nippon Project     トキタ種苗株式会社

　
埼
玉
県
発
の
種
苗
会
社
、
ト
キ
タ
種
苗
︵
さ
い
た
ま
市
・
代
表
取
締
役
社
長 

時

田
巌
︶
が
２
０
２
０
年
に
日
本
の
お
い
し
い
野
菜
を
世
界
中
に
広
め
る
総
合
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹁Oishii Nippon Project

﹂
を
発
足
。
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
野
菜
の
普

及
推
進
の
た
め
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

種
か
ら
食
卓
へ

海
外
に
目
を
向
け
る
姿
勢

野
菜
の
新
し
い
品
種
を
作
る
会
社
で
す

　
ト
キ
タ
種
苗
は
、
１
９
１
７

年
埼
玉
県
春
日
部
市
に
創
業
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
２
０
１
７

年
に
は
創
業
１
０
０
年
を
迎
え

た
日
本
の
種
苗
会
社
の
大
手
企

業
で
あ
る
。
現
在
、
さ
い
た
ま

市
の
本
社
と
加
須
市
の
大
利
根

研
究
農
場
を
主
た
る
国
内
拠
点

と
し
、
規
格
や
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
お
い
し
い

野
菜
の
新
品
種
開
発
に
日
々
取

り
組
ん
で
い
る
。
日
本
国
内
の

み
な
ら
ず
、
世
界
中
に
お
い
し

　
ト
キ
タ
の
海
外
事
業
展
開
の

歴
史
は
古
い
。
同
社
の
時
田
勉

会
長
が
１
９
７
５
年
に
視
察
の

た
め
初
訪
米
し
た
際
、
そ
れ
ま

で
日
本
に
は
な
か
っ
た
品
種
の

小
型
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
を
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
発
見
し
、帰
国
後
、

研
究
農
場
で
開
発
を
開
始
。
そ

し
て
84
年
、
日
本
人
の
口
に
合

う
よ
う
に
改
良
し
た
日
本
初
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
後
さ
ら
に
品
種
開
発
を
行

い
、
90
年
に
は
糖
度
を
高
め
た

﹁
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
エ
ク
ス
ト
ラ
﹂

を
発
表
。
日
本
全
国
で
ミ
ニ
ト

マ
ト
・
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
大
人

気
商
品
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
、

現
社
長
の
時
田
巌
氏
が
社
長
就

任
後
に
最
初
に
開
発
し
た
品
種

﹁
ト
マ
ト
ベ
リ
ー
﹂
が
ド
イ
ツ

の
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
青
果

の
国
際
見
本
市
﹁
フ
ル
ー
ツ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
カ
﹂
で
革
新
的
と

評
価
さ
れ
、
ア
ジ
ア
圏
で
は
じ

め
て
3
位
に
入
賞
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
。
そ
の
後
、
イ
タ

リ
ア
野
菜
の
開
発
に
着
手
す
る

な
ど
、
常
に
世
界
を
視
野
に
入

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
品
種
改
良

展
開
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。

　O
ishii  N

ippon  Project

は
ト
キ
タ
種
苗
が
日
本
の
お
い

し
い
野
菜
を
世
界
中
に
広
め
る

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
世
界

各
地
の
気
候
や
土
に
合
わ
せ
た

品
種
改
良
を
行
う
創
業
１
０
０

年
の
種
苗
会
社
で
あ
る
ト
キ
タ

種
苗
か
ら
生
産
者
そ
し
て
消
費

者
ま
で
を
つ
な
げ
、
種
子
か
ら

畑
そ
し
て
消
費
者
の
食
卓
に

日
本(N

ippon)

の
美
味
し
い

(O
ishii)

野
菜
を
運
ぶ
。

　﹁
和
食
﹂
は
日
本
が
誇
る
伝

統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
季
節

に
応
じ
栄
養
素
を
多
く
含
ん
だ

﹁
旬
﹂
の
野
菜
を
数
多
く
使
用

し
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
理
に
か

な
っ
た
奥
の
深
い
調
理
方
法
を

用
い
、
盛
り
付
け
も
鮮
や
か
で

芸
術
性
が
高
い
。
体
に
よ
い
健

康
食
と
し
て
今
や
世
界
中
に
愛

好
者
が
増
え
続
け
、
２
０
１
３

年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
﹁
和
食
﹂

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る

ほ
ど
世
界
の
評
価
は
高
ま
っ
て

い
る
。

　
そ
の
﹁
和
食
﹂
の
主
た
る
材

料
で
あ
る
日
本
野
菜
を
世
界
中

の
人
た
ち
に
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
う
た
め
に
、ト
キ
タ
は﹁
種

か
ら
食
卓
へ
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
総
合
的
な
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
開
始
。
世
界
各
国
の
風

土
に
合
わ
せ
た
品
種
の
野
菜
を

種
か
ら
開
発
し
、
海
外
の
土
地

で
日
本
の
野
菜
が
す
く
す
く
育

つ
よ
う
に
生
産
農
家
と
と
も
に

研
究
を
重
ね
、
と
れ
た
て
の
野

菜
が
早
く
家
庭
や
レ
ス
ト
ラ
ン

に
届
く
よ
う
に
手
配
。
そ
の
新

鮮
で
旬
の
野
菜
の
特
性
を
最
大

限
に
活
か
し
た
一
番
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
を
提
案

し
、
世
界
中
の
人
々
が
日
本
の

野
菜
を
本
当
に
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
総
合
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

　
そ
の
土
地
で
日
本
野
菜
を
栽

培
す
る
﹁
地
域
支
援
型
農
業

︵
Ｃ
Ｓ
Ａ
︶﹂
を
推
進
し
、
で
き

る
限
り
﹁
地
産
地
消
﹂
に
こ
だ

い
野
菜
の
種
子
を
供
給
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
中
国
、
イ
ン

ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
そ

し
て
南
米
チ
リ
に
海
外
展
開
の

拠
点
と
な
る
現
地
法
人
を
設
置

し
て
い
る
。

　﹁
良
い
品
種
﹂
を
作
る
こ
と
、

そ
れ
が
ト
キ
タ
の
信
念
だ
。
し

か
し
一
口
に
﹁
良
い
品
種
﹂
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
か
を
考

わ
る
。
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

旬
の
野
菜
を
、
地
元
の
人
た
ち

が
す
ぐ
に
消
費
す
る
の
が
一
番

の
理
想
。
遺
伝
子
組
み
換
え
品

種
は
使
用
せ
ず
、
農
薬
も
最
小

限
に
抑
え
、
包
装
資
材
も
余
分

な
も
の
は
使
用
し
な
い
。
循
環

型
農
業
で
土
地
を
肥
し
、
季
節

性
を
最
重
要
視
し
た
自
然
な

形
で
野
菜
を
育
成
す
る
こ
と

が
目
標
だ
。O

ishii N
ippon 

Project

は
、
地
球
と
人
に
や

さ
し
い
持
続
可
能
な
食
と
人
の

関
係
を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
販

売
展
開
し
て
い
る
日
本
野
菜
の

種
は
長
ネ
ギ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
、
し
し
と
う
、
カ

ブ
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
6
品
目
。
そ

れ
ぞ
れ
に
品
種
に
は
覚
え
や
す

い
よ
う
に
﹁
愛
称
﹂
を
つ
け
て

い
る
。
今
後
も
次
第
に
取
り
扱

い
品
種
を
増
や
し
て
い
る
方
針

だ
。こ
れ
ら
の
新
種
は
ど
れ
も
、

ス
ペ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
一
般
家

庭
で
も
栽
培
が
可
能
。
種
の

販
売
は
オ
ン
ラ
イ
ンw

w
w

.
oishiinipponproject.com

 

か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、野
菜
の
育
て
方
の
コ
ツ
、

料
理
方
法
、生
産
農
家
の
紹
介
、

ブ
ロ
グ
な
ど
、Y

ouT
ube

動

画
を
交
え
て
た
り
詳
し
く
説
明

し
て
お
り
︵
英
語
︶、
役
立
つ

情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
10
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

飲
食
業
界
関
係
者
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
ア
メ
リ
カ
で

の
普
及
を
更
に
推
進
す
る
予
定

だ
。

え
る
の
は
実
は
大
変
な
こ
と
。 

消
費
者
に
﹁
良
い
品
種
﹂
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
、
ト
キ
タ
の

仕
事
の
最
大
の
目
標
だ
。

　
品
種
改
良
は
先
祖
か
ら
作
っ

て
き
た
も
の
を
少
し
ず
つ
改
良

し
て
い
く
地
味
な
仕
事
だ
が
、
こ

れ
か
ら
先
の
１
０
０
年
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
も﹁
良
い
品
種
を
作

る
こ
と
﹂
に
変
わ
り
は
な
い
。

トキタ種苗株式会社
Tokita Seed Co., Ltd.

〒 337-8532 
埼玉県さいたま市見沼区中川 1069

Tel: 81-48-683-3434
Email: mmanning@tokitaseedamerica.com

www.tokitaseed.co.jp
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